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１ ． は じ め に  

  本 稿 は 、 現 在 南 ア ジ ア 諸 国 の 経 済 に 大 き な 影 響 を 与 え て い る 国 際 移

民 、 中 で も 就 業 目 的 の 一 時 的 な 国 際 移 民 で あ る 海 外 出 稼 ぎ と マ イ ク ロ フ

ァ イ ナ ン ス の 関 係 に つ い て 論 じ た も の で あ る 。 そ し て 、 い ま だ に 深 刻 な

南 ア ジ ア の 貧 困 を 速 や か に 削 減 す る た め に 、 マ イ ク ロ フ ァ イ ン ス が 今 後

果 た す べ き 新 た な 役 割 を 提 案 す る こ と を 目 的 と し て い る 。  

今 世 紀 に 入 り 、 南 ア ジ ア か ら の 国 際 移 民 が 急 増 し て い る 。 現 在 自 国 を

離 れ て 世 界 各 地 で 暮 ら す 南 ア ジ ア 諸 国 ( 注 1 ) か ら の 移 民 は 、 国 連 推 計 に よ

る と お よ そ 3 0 0 0 万 人 に 達 し て い る ( 注 2 ) 。 こ れ は 南 ア ジ ア 全 体 の 人 口 1 6

億 2 0 0 0 万 人 の 約 2 ％ 、 労 働 力 人 口 の 約 5 ％ で あ り 、 総 世 帯 の 8 ％ 、 1 割

弱 の 世 帯 に 海 外 で 働 く 家 族 が い る こ と を 意 味 し て い る ( 注 ３ ) （ 表 1 ）。  

総 世 帯 の 1 割 と い う と 、そ れ ほ ど 多 く 感 じ な い か も し れ な い 。し か し 、

ネ パ ー ル 政 府 の 公 表 に よ る と 、 2 5 ％ の 世 帯 に 海 外 在 住 者 が い る 。 パ キ ス

タ ン 、 バ ン グ ラ デ シ ュ 、 そ し て ス リ ラ ン カ で も お よ そ 2 割 の 世 帯 に 海 外

在 住 者 が い る と み ら れ る ( 注 4 ) 。 イ ン ド に お け る そ の 割 合 は 、 国 全 体 と し

て は 5 ％ 弱 と 低 い も の の 、 出 稼 ぎ が 多 い ケ ー ラ ラ 州 で は 、 他 の 南 ア ジ ア

諸 国 と 同 様 2 割 程 度 の 世 帯 に 海 外 在 住 者 が い る 。  

 

 

 

表１　南アジア諸国からの国際移民の概況

海外在住者(国際移民）数
（2013年:国連推計）

(万人）

うち、湾岸協力会議
加盟国在住者　（％）

総人口（万人）
(2012年)

世帯数 (万世帯）
(2012年）

労働力人口（万人）
(2011年)

労働力人口に対する
海外在住者数の比

率（％）

海外在住者がいる
世帯の割合（％）

インド 1417 48.2 123,668 25,208 47,666 3.0 4.7

(インド・ケーララ州） 142 88.7 3,072 672 1,184 12.0 17.6

パキスタン 569 51.3 17,916 2,596 6,126 9.3 18.3

バングラデシュ 776 40.6 15,469 3,486 7,455 10.4 18.6

ネパール　推計１
（2013年国連推計）

104 2.9 2,747 543 1,450 7.2 16.0

ネパール　推計２
（2011年人口センサス）

192 N.A. 2,747 543 1,450 13.2 25.4

スリランカ 125 26.4 2,033 521 859 14.6 20.0

合計　 2,991 44.3 161,833 32,354 63,556 4.7 7.7

出所）　Worl Bank (2013). United Nations Population Division (n.d.).  Govt. of Kerala (2013), Govt. of Nepal Central Bureau of Statistics (2012),　などから作成。
注）　　1．本表には、人口が少なく海外在住者数も少ないブータンとモルディブは含まれていない。
　　　　2．本表で採用した国連統計による「国際移民のストック」数は移民先の各国の人口センサス結果から推計されたもので、国際移民の定義は国により、「外国で生まれた者」、あるいは
　　　　　　「外国籍を持つ者」、と異なる。中東の６つの産油国からなる湾岸協力会議（GCC)加盟国の国際移民の定義は、すべて「外国籍を持つ者」である。
　　　　3．総人口と総労働力人口は、ケーララ州を除き、World Bank (2013)のデータによる。総世帯数は、ネパールとケーララ州を除き、各国のセンサス等のデータから得られた平均世帯員数の
　　　　　値で総人口を除して求めた。ただし、パキスタンの平均世帯員数は1998年のセンサスのデータしか得られなかった。1998年の平均世帯員数は6.9人で2012年の実際の数より若干多いと
　　　　　考えられる。そのため、総世帯数は実際より少なく算出されていると考えられる。
　　　　4. ネパールを除き、海外在住者が家族にいる世帯(海外在住者世帯）の割合のデータが得られなかった。そこで、ネパール以外は、海外在住者は海外在住者世帯に平均1.2人いると仮定
　　　　　し、海外在住者数÷総世帯数÷1.2で、海外在住者のいる世帯の割合を求めた。
      　 5.インドのケーララ州のデータは、海外在住者数、総人口、世帯数はGovt. of Kerala (2013)によるもので、2010年12月から11年3月に実施された調査の結果である。
　　　　　ケーララ州の労働力人口のデータが得られなかったため、ケーララ州の総人口にインド全体の労働力率を掛けて求めた。
      　 6.国連の統計では、ネパールの海外在住者の数は明らかに実際の数より少ない。そこで、2011年にネパールで行われた人口センサスの結果を併記した。
      　 7.海外在住者数の合計値は、国連推計値の合計である。
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 こ う し た 膨 大 な 数 の 国 際 移 民 の お よ そ 半 分 は ( 注 5 ) 、 2 年 な い し 3 年 の

雇 用 契 約 に 基 づ い て 働 く 一 時 的 移 民 、 す な わ ち 海 外 出 稼 ぎ 者 で あ り 、 本

国 に 残 さ れ た 家 族 に 送 金 す る た め に 海 外 で 働 い て い る 。 彼 ら ／ 彼 女 達 の

主 な 受 け 入 れ 国 は 中 東 の 産 油 国 や マ レ ー シ ア 、 シ ン ガ ポ ー ル な ど 、 移 民

を 主 要 な 労 働 力 と し て 発 展 を つ づ け る 豊 か な 新 興 国 で あ る ( 表 2 ) 。  

次 章 で 詳 し く 見 る よ う に 、 出 稼 ぎ 者 一 人 一 人 が 本 国 の 家 族 に 送 る 送 金

は 、 １ カ 月 当 た り 1 0 0 ド ル か ら 3 0 0 ド ル 程 度 ( １ 万 円 か ら 3 万 円 程 度 ) ( 注

6 ) の こ と が 多 く 、 日 本 人 の 金 銭 感 覚 か ら す る と ご く 僅 か に す ぎ な い 。 し

か し 、１ 人 当 た り の G D P が 7 0 0 ド ル ( ネ パ ー ル ) ～ 3 0 0 0 ド ル ( ス リ ラ ン カ )

程 度 の 南 ア ジ ア 諸 国 の 人 々 、 特 に 1 人 1 日 1 . 2 5 P P P ( 購 買 力 平 価 ) ド ル 未

満 で 生 活 す る よ う な 貧 困 世 帯 に と っ て は 大 き な 額 で あ る 。 貧 困 人 口 の 割

合 は 南 ア ジ ア 全 体 で 3 1 ％ 、最 も 高 い バ ン グ ラ デ シ ュ で は 4 3 ％ に も な る 。  

ま た 、 こ れ ら の 出 稼 ぎ 者 の 送 金 は 合 計 す る と 膨 大 な 額 に な り 、 外 貨 獲

得 や 経 済 成 長 な ど マ ク ロ 経 済 に も 大 き な 影 響 を 与 え て い る 。 自 由 化 政 策

の 進 展 と と も に 貿 易 赤 字 が 拡 大 し て い る 南 ア ジ ア 諸 国 で は 、 国 際 移 民 に

よ る 多 額 の 送 金 は 各 国 経 済 の 安 定 と 発 展 に 大 き く 貢 献 し て い る 。  

 

 

 南 ア ジ ア に 近 年 特 徴 的 な も う 一 つ の 大 き な 経 済 現 象 が 、 マ イ ク ロ フ ァ

イ ナ ン ス ( 小 規 模 金 融 、以 下 、 M F と す る ) の 急 速 な 普 及 で あ る 。バ ン グ ラ

デ シ ュ の グ ラ ミ ン 銀 行 や B R A C 、 イ ン ド の S H G ( 自 助 グ ル ー プ ) － 銀 行 連

表２　南アジアと主な出稼ぎ先国の1人当たりGNI、貧困人口率、国際移民人口率

1人当たりGNI
（USドル）

貧困人口率（％）
(2010年)

国際移民のストック
数（万人）
(2010年）

人口に占める国際移
民の割合（％）

(2010年）
インド 1,530 32.7 544 0.5

パキスタン 1,260 21（2008年） 430 2.5
バングラデシュ 840 43.3 135 0.9

ネパール 700 24.8 90 3.4
スリランカ 2,920 4.1 34 1.6
ブータン 2,420 1.2 (2012年） 5 6.8

モルディブ 5,750 1.5 (2004年） 7 21.3
南アジア全体 1,422 31 1,245 0.8
サウジアラビア 21,210 N.A. 843 30.9

UAE 35,770 N.A. 732 86.7
クウェート 44,100 N.A. 187 62.6
カタール 76,010 N.A. 146 83.2
オマーン 19,110 N.A. 102 36.3

バーレーン 14,820 N.A. 67 53.2
湾岸協力会議加盟国全体 N.A. N.A. 2,076 46.7

マレーシア 9,800 0 (2009年） 236 8.3
シンガポール 47,210 N.A. 216 42.6

出所）　World Bank (2013)., World Bank (n.d.), United Nations Population Division (n.d.) から作成。

注）　1人当たりのGNI（国民総所得）は、南アジア諸国は2012年の値。主な出稼ぎ先の国々は、2010～2012年間の最新値。

　　　2．貧困人口率は、2005年価格の購買力平価（PPP）で1人1日1.25ドル未満の生活をする人口の割合。説明のない年を除き、2010年の値。

　　　　　N.A.の国は、データが得られなかったが、一人当たりの平均所得が全体として非常に高いため、ほとんとゼロと考えてよいと思われる。

　　　3．国際移民のストック数のデータは、World Bank (2013)でなく、United Nations Population Division (n.d.) を採用した。これは、もともと

　　　　　前者のデータの出所が後者であることに加えて、後者のデータが2013年に修正された最新データであるためである。

　　　4．国連推計による国際移民の定義は、「外国生まれの人（難民を含む）」であるが、この定義によるデータがない国は、「外国籍の人」の数で

　　　　　代用されている。スリランカを除くここにあげた南アジア諸国とマレーシア、シンガポールは前者によるデータだが、スリランカ、サウジアラビア、

　　　　　UAE、クウェートは、「外国籍の者(難民を含む）」の数である。また、カタール、オマーン、バーレーンは、「外国籍の人」の数である。

南
ア
ジ
ア
諸
国

主
な
出
稼
ぎ
先
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携 プ ロ グ ラ ム や N G O 、 ス リ ラ ン カ の 貯 蓄 信 用 組 合 （ S A N A S A ) 、 ネ パ ー

ル の 開 発 銀 行 や 貯 蓄 信 用 組 合 な ど 、 南 ア ジ ア で は 貧 困 層 を 対 象 と し た マ

イ ク ロ フ ァ イ ナ ン ス 機 関 ( M F I :  M i c r o  F i n a n c e  I n s t i t u t i o n ) が 1 9 8 0 年 以

降 急 速 に 広 が っ て き た 。 そ れ に よ り 、 そ れ ま で 銀 行 や 信 用 組 合 な ど 近 代

的 な 金 融 機 関 の サ ー ビ ス を 受 け ら れ な か っ た 貧 困 層 の 金 融 機 関 に よ る 取

り 込 み ( F i n a n c i a l  I n c l u s i o n ) が 進 ん で い る 。  

1 9 9 7 年 に ア メ リ カ の ワ シ ン ト ン で 最 初 の マ イ ク ロ ・ ク レ ジ ッ ト ・ サ ミ

ッ ト が 開 催 さ れ 、 2 0 0 5 年 に は 国 連 が 「 マ イ ク ロ ・ ク レ ジ ッ ト 年 」 を 宣 言

し た 。 翌 2 0 0 6 年 に は M F の 草 分 け 的 存 在 で あ る グ ラ ミ ン 銀 行 と そ の 創

設 者 で あ る モ ハ マ ド ・ ユ ヌ ス が ノ ー ベ ル 平 和 賞 を 受 賞 す る な ど 、 貧 困 緩

和 に 高 い 効 果 を 持 つ 手 段 と し て M F に 対 す る 期 待 が 高 ま っ て い る 。  

そ の 一 方 で 、 M F へ の 過 剰 な 期 待 に 反 省 を 促 す よ う な 事 態 や 指 摘 が 始

ま っ て い る 。た と え ば 、イ ン ド の ア ー ン ド ラ ・ プ ラ デ ー シ ュ 州 で は 、M F I

に よ る 厳 し い 取 立 て で 自 殺 者 が で た こ と な ど か ら 、 2 0 1 0 年 に M F I の 活

動 に 対 す る 政 府 の 規 制 が 厳 し く な っ た 。 M F I が 融 資 に 高 金 利 を 課 し 高 い

利 益 を 挙 げ る 一 方 で 、 M F の 貧 困 削 減 効 果 は 低 い と い う 内 部 告 発 も 始 ま

っ て い る [ シ ン ク レ ア  2 0 1 3 ] 。バ ン グ ラ デ シ ュ や イ ン ド に お け る 筆 者 の 現

地 調 査 で も 、 現 在 の M F の 貧 困 緩 和 効 果 は そ れ ほ ど 高 く な い と い う 結 果

が で て い る [ 須 田  2 0 1 0 、 S u d a  a n d  B a n t i l a n  2 0 1 3 ] 。 M F を 手 放 し で 賛 美

す る 段 階 か ら 、 冷 静 で 客 観 的 な 視 点 で 評 価 し て 問 題 点 の 改 善 を 図 り 、 そ

の 貧 困 緩 和 効 果 を さ ら に 高 め る べ き 段 階 に 至 っ て い る と い え よ う 。 こ う

し た 状 況 の 下 で 、 本 稿 の 最 終 的 な 目 的 は 、 貧 困 緩 和 に 対 す る M F の 貢 献

度 を 高 め る よ う な 提 案 を す る こ と で あ る 。  

 本 稿 の 構 成 は 、 ま ず 次 章 に お い て 南 ア ジ ア か ら の 国 際 移 民 、 な か で も

海 外 出 稼 ぎ 者 が 近 年 急 増 し て い る こ と を 示 し 、 送 金 の 経 済 的 効 果 を 分 析

す る 。 そ し て 、 海 外 出 稼 ぎ に は 大 き な 資 金 が 必 要 な こ と を 確 認 す る 。 第

3 章 で は 、海 外 出 稼 ぎ 資 金 の ニ ー ズ に 対 し て M F I が ど の よ う に 対 応 し て

い る か を 示 し 、 貧 困 緩 和 の た め 、 今 後 ど の よ う に 取 り 組 む べ き か を 論 じ

る 。 最 終 章 の 第 4 章 で は 、 経 済 発 展 と 貧 困 緩 和 に お け る 海 外 出 稼 ぎ の 貢

献 を 再 確 認 し 、 M F に 期 待 さ れ る 新 し い 役 割 に つ い て 提 言 を 行 う 。  

 

２ ． 増 加 す る 南 ア ジ ア か ら の 海 外 出 稼 ぎ 労 働 者  

（ 1） 国 際 移 民 の 増 加 と そ の 要 因  

  南 ア ジ ア か ら の 国 際 移 民 は 、 歴 史 的 に 3 つ 、 な い し 4 つ の 段 階 ( 波 )

に 分 け る こ と が で き る ( 注 7 ) 。 第 １ の 波 は 、 イ ギ リ ス の 植 民 地 時 代 の 移 民
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で あ る ( 注 8 ) 。 イ ギ リ ス が 世 界 各 地 に 植 民 地 を 持 っ て い た こ と か ら 、 1 8 3 3

年 の イ ギ リ ス の 奴 隷 制 廃 止 後 、年 季 契 約 労 働 者 と し て 多 く の イ ン ド 人 ( 現

在 の パ キ ス タ ン や バ ン グ ラ デ シ ュ 地 域 出 身 者 を 含 む ) が 農 業 労 働 や 鉄 道

建 設 労 働 な ど の た め イ ギ リ ス 植 民 地 な ど に 送 ら れ 、 そ の 一 部 は 契 約 終 了

後 定 住 し た 。 そ れ と 並 行 し て 、 少 な か ら ず の 商 人 や 専 門 職 も 自 主 的 に 移

住 し て い っ た [ 古 賀 ・ 内 藤 ・ 浜 口 編 著  2 0 0 0 ] 。 ア フ リ カ や ミ ャ ン マ ー 、 マ

レ ー シ ア 、 シ ン ガ ポ ー ル 、 カ リ ブ 海 諸 国 な ど に 現 在 住 む 多 数 の イ ン ド 系

住 民 、あ る い は ス リ ラ ン カ の 茶 園 で 働 く イ ン ド 系 住 民 ( タ ミ ル 人 ) な ど は 、

こ う し た 歴 史 的 経 緯 で 移 り 住 ん で い っ た 人 々 、 な い し そ の 子 孫 で あ る 。  

 し か し 、 第 二 次 世 界 大 戦 が 終 わ り イ ギ リ ス か ら 独 立 し た 後 も 、 南 ア ジ

ア 諸 国 は 多 く の 移 民 を 世 界 各 地 に 送 り 続 け て い る 。 戦 後 の ヨ ー ロ ッ パ の

復 興 期 に は 、 労 働 者 と し て イ ギ リ ス が 多 く の 南 ア ジ ア 系 移 民 を 受 け 入 れ

た 。 そ し て ヨ ー ロ ッ パ の 再 建 が 一 段 落 し 移 民 に 門 戸 を 閉 ざ す よ う に な る

と 、 今 度 は ア メ リ カ や カ ナ ダ が ア ジ ア 系 移 民 を 含 む 移 民 を 広 く 受 け 入 れ

る よ う に な り 、 両 国 へ の 南 ア ジ ア 系 移 民 が 増 加 し た [ 古 賀 ・ 中 村  2 0 0 0 ] 。

こ れ が 南 ア ジ ア 系 移 民 の 第 ２ の 波 で あ る 。  

 そ し て 、1 9 7 0 年 代 以 降 現 在 に い た る ま で 、南 ア ジ ア 移 民 の 主 要 な 受 け

入 れ 先 に な っ て い る の が 、 中 東 の 産 油 国 、 特 に 湾 岸 協 力 会 議 ( G u l f  

C o o p e r a t i o n  C o u n c i l :  G C C ) 加 盟 国 ( サ ウ ジ ア ラ ビ ア 、U A E 、ク ウ ェ ー ト 、

オ マ ー ン 、 カ タ ー ル 、 バ ー レ ー ン ) で あ る 。 2 0 世 紀 前 半 に ペ ル シ ャ 湾 岸

諸 国 で 次 々 と 大 規 模 な 油 田 が 見 つ り 、 戦 後 そ の 開 発 に よ っ て 石 油 の 大 量

消 費 時 代 が 到 来 し た 。 さ ら に 1 9 7 3 年 の 第 一 次 石 油 危 機 、 1 9 7 9 年 の 第 二

次 石 油 危 機 に よ る 石 油 価 格 の 高 騰 で 中 東 産 油 国 に 巨 額 の オ イ ル マ ネ ー が

流 入 す る よ う に な っ た 。2 0 0 0 年 以 降 は 、中 国 や イ ン ド な ど 新 興 国 の 需 要

増 加 や 投 機 マ ネ ー の 市 場 流 入 な ど を 背 景 に 原 油 価 格 は そ れ ま で の 5 倍 程

度 に 高 騰 し ( 図 1 ) 、一 層 多 額 の オ イ ル マ ネ ー が 中 東 諸 国 に 流 入 し て い る 。  
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図１ 原油価格（ブレント原油）の推移

出所） JX日鉱日石エネルギー(n.d.)から)作成

（ドル/バレル）
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中 東 産 油 国 は そ の 莫 大 な 石 油 所 得 を 国 民 に 分 配 す る こ と で 独 裁 的 な 政

治 体 制 を 維 持 す る と と も に [ 松 尾  2 0 1 0 ] 、道 路 ・ 港 湾 ・ 空 港 な ど の 社 会 イ

ン フ ラ を 整 備 し 、 近 代 的 な ビ ル を 次 々 と 建 設 し 、 商 業 施 設 、 金 融 機 関 、

医 療 機 関 、 さ ら に は 観 光 施 設 や ホ テ ル な ど の 拡 充 を 続 け て い る 。 そ の 建

設 や 施 設 の 運 営 を 主 に 担 っ て い る の が 南 ア ジ ア な ど 貧 し い 国 々 か ら の 移

民 で あ る 。 こ れ が 、 南 ア ジ ア か ら の 第 ３ の 移 民 の 波 で あ る 。  

国 連 人 口 部 お よ び 世 銀 の 統 計 情 報 ( U n i t e d  N a t i o n s  P o p u l a t i o n  

D i v i s i o n  n . d . ,  W o r l d  B a n k  2 0 1 3 ) に よ る と 、 湾 岸 協 力 会 議 ( G C C ) 加 盟 国

に 在 住 す る 国 際 移 民（ 外 国 籍 の 者 ）は 、2 0 1 0 年 時 点 で 2 0 7 6 万 人 に 達 し 、

総 人 口 4 4 5 0 万 の 4 7 ％ を 占 め る ( 表 2 ) 。 G C C 加 盟 国 で は 労 働 の 大 半 が 国

際 移 民 ( 外 国 籍 の 人 ) に よ っ て 担 わ れ て い る の で あ る 。国 際 移 民 の 数 ( ス ト

ッ ク ) は 、 1 9 6 0 年 は わ ず か 2 4 万 人 、 石 油 危 機 前 の 1 9 7 0 年 で 1 0 6 万 人 だ

っ た が 、 1 9 8 0 年 に は 4 0 2 万 人 、 1 9 9 0 年 に 8 8 6 万 人 、 2 0 0 0 年 に 1 0 5 5 万

人 、 2 0 1 0 年 に は 2 0 7 6 万 人 、 そ し て 2 0 1 3 年 に は 2 2 3 6 万 人 へ と 、 オ イ ル

マ ネ ー の 流 入 と と も に 急 増 し て き た ( 図 2 ) 。 2 0 0 0 年 以 降 の 急 激 な 移 民 の

増 加 は 、 原 油 の 国 際 価 格 の 上 昇 を 反 映 し て い る と 考 え ら れ る 。  

国 別 に み る と 、 湾 岸 協 力 会 議 加 盟 国 に 住 む 国 際 移 民 の 数 ( 2 0 1 0 年 ) は 、

石 油 生 産 量 で 世 界 屈 指 の サ ウ ジ ア ラ ビ ア が 8 4 3 万 人 、 ア ラ ブ 首 長 国 連 邦

( U A E ) が 7 3 2 万 人 、 ク ウ ェ ー ト が 1 8 7 万 人 と 多 い が 、 カ タ ー ル と オ マ ー

ン に も 1 0 0 万 人 以 上 い る 。 人 口 に 占 め る 移 民 の 割 合 は U A E と カ タ ー ル

で は 実 に 8 割 を 超 え て い る ( 表 2 ) 。 海 外 か ら の 移 民 に は 周 辺 の ア ラ ブ 諸

国 や ア フ リ カ 、 フ ィ リ ピ ン や イ ン ド ネ シ ア な ど の 東 南 ア ジ ア 出 身 者 も 多

い が 、 南 ア ジ ア 出 身 者 が ほ ぼ 6 割 と 、 半 分 以 上 を 占 め て い る ( 注 9 ) 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

写 真 １ U A E ( ド バ イ )
の 風 景  ( 筆 者 撮

影 )  

写 真 2  U A E ( ア ブ ダ ビ )
の 建 設 労 働 者 ( 筆 者 撮

影 )  

写 真 3  U A E ( ド バ イ ) の
市 場 で 働 く バ ン グ ラ デ シ

ュ 人 店 員 （ 筆 者 撮 影 ）  
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中 東 産 油 国 以 外 に も 、 近 年 経 済 発 展 が 著 し い 東 南 ア ジ ア の シ ン ガ ポ ー

ル や マ レ ー シ ア へ の 出 稼 ぎ が 増 え て い る 。 シ ン ガ ポ ー ル は 製 造 業 や 金 融

業 な ど で 発 展 を し て き た 。 ま た 、 マ レ ー シ ア は 、 日 本 な ど か ら の 産 業 移

転 先 と し て 工 業 発 展 を 続 け て い る [ 三 木  2 0 1 1 ] 。両 国 は 経 済 発 展 に と も な

っ て 不 足 す る 労 働 力 を 積 極 的 に 海 外 に 求 め て き た 。 マ レ ー シ ア で は 、 建

設 業 、 製 造 業 、 農 業 プ ラ ン テ ー シ ョ ン 部 門 な ど に 多 く の 外 国 人 労 働 者 が

従 事 し 、 国 際 移 民 ( 外 国 生 ま れ の 人 ) の 数 は 2 0 1 3 年 時 点 で 2 4 7 万 人 、 う

ち 約 2 9 ％ ( 7 2 万 人 ) が 南 ア ジ ア 出 身 者 で あ る 。同 様 に シ ン ガ ポ ー ル の 同 時

点 の 移 民 数 ( 外 国 生 ま れ の 人 ) は 2 3 2 万 人 で 、う ち 約 1 5 ％ ( 3 4 万 人 ) が 南 ア

ジ ア 出 身 者 で あ る  [ U n i t e d  N a t i o n s  P o p u l a t i o n  D i v i s i o n  n . d . ] 。  
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図２ 湾岸協力会議（GCC）加盟国の国際移民ストック数

バーレーン

オマーン
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クウェート
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サウジアラビア

(万人)

出所） 1985年まではWorld Bank (2013), 1990年以降のデータはUnited Nations

Population Division (n.d.) による。

注） 1. 湾岸協力会議加盟国の移民ストック数は、その時点で外国籍を持つ人の数である。

2. 1995年と2005年のデータが得られなかったため、それぞれ、1990年と2000年、

2000年と2010年の平均値で代用している。

サウジアラビア

UAE

クウェート

  
写 真 4  マ レ ー シ ア の パ ー ム ヤ
シ 農 園 で 働 く バ ン グ ラ デ シ ュ と
イ ン ド か ら の 出 稼 ぎ 労 働 者 。  
 ( 筆 者 撮 影 )  

写 真 5  シ ン ガ ポ ー ル の リ ト
ル ・ イ ン デ ィ ア 地 区 。 夕 方 に な る
と 、南 ア ジ ア 系 の 人 た ち が 集 ま っ
て く る 。（ 筆 者 撮 影 ）  
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ま た 、近 年 、高 等 教 育 を 受 け I T 技 術 者 な ど と し て ア メ リ カ や カ ナ ダ 、

オ ー ス ト ラ リ ア な ど 先 進 国 に 移 住 す る 人 々 が 増 え て い る 。 南 埜 ( 2 0 0 8 ) や

近 藤 ( 2 0 1 0 ) の よ う に 、 こ れ を 南 ア ジ ア 系 移 民 の 第 ４ の 波 と し て 指 摘 す る

論 者 も い る 。 ア メ リ カ 合 衆 国 に 住 む イ ン ド 人 と イ ン ド 系 ア メ リ カ 人 の 平

均 年 収 は 3 万 3 0 0 0 ド ル 以 上 で あ り 、 ア メ リ カ 人 の 平 均 ( 2 万 5 0 0 0 ド ル )

よ り も 際 立 っ て 高 い と い う [ 明 石  2 0 1 0 ] 。ヨ ー ロ ッ パ の 中 で は 移 民 の 受 け

入 れ に 比 較 的 寛 容 だ っ た イ タ リ ア な ど の E U 諸 国 で も 、 南 ア ジ ア か ら の

移 民 が 続 い て い る 。 ヨ ー ロ ッ パ へ の 移 民 の 中 に は 、 不 法 入 国 者 も 少 な く

な い [ 外 務 省  2 0 0 7 、 須 田  2 0 1 0 ,  2 0 1 1 ] 。 南 ア ジ ア か ら 先 進 国 へ 移 住 す る

人 の 数 は 中 東 諸 国 へ の 移 民 に 比 べ る と 少 な い が 、 1 人 当 た り の 送 金 額 が

多 く 、 経 済 に 与 え る 影 響 力 と い う 意 味 で は 重 要 で あ る 。  

 す で に 説 明 し た よ う に 、 現 在 南 ア ジ ア か ら の 国 際 移 民 の 中 心 を 占 め る

中 東 産 油 国 や 東 南 ア ジ ア へ の 移 民 の 多 く は 、 家 族 を 自 分 の 国 に 残 し 、 雇

用 契 約 に よ り 2 年 な い し 3 年 働 い た 後 に 帰 国 す る 単 身 の 一 時 的 移 民 、 つ

ま り 出 稼 ぎ 労 働 者 で あ る 。 1 度 の 出 稼 ぎ で や め る 人 も い れ ば 、 帰 国 後 数

週 間 あ る い は 数 カ 月 家 族 と 過 ご し て 再 び 出 稼 ぎ に 出 る こ と を 繰 り 返 し 、

通 算 1 0 年 、 あ る い は そ れ 以 上 海 外 で 働 く 人 も い る 。 中 に は 家 族 を 呼 び

寄 せ 、 出 稼 ぎ 先 に 移 住 す る 人 も い る が 、 そ の 割 合 は 全 体 か ら す る と 少 な

い ( 注 1 0 ) 。ヨ ー ロ ッ パ や 北 米 な ど 先 進 国 に 就 業 目 的 で 渡 っ た 人 々 が 徐 々 に

家 族 を 呼 び よ せ 、 永 住 移 民 と な る 傾 向 が 強 い の と 大 き な 違 い が あ る 。  
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図３ 南アジア諸国からの移民純流出数（５年間）の推移

スリランカ

ネパール

バングラデシュ

パキスタン

インド

南アジア全体

出所） World Bank (2013)から作成。
注） １．移民純流出数は、５年間の移民流出数から移民流入数を引いた値。

２．1970－75年、75－80年にバングラデシュで大量の移民の純流出があり、インドに純流入があったのは、1971年の

バングラデシュ独立戦争により、多くの難民がバングラデシュからインドに流入したためと思われる。 75－80年、
80－85年のパキスタンへの大量の移民の純流入も、79年のソ連によるアフガニスタン侵攻とそれに続く内戦のため
アフガニスタンからパキスタンに多くの難民が流入したためであり、90－95年にパキスタンで大量の移民の純流出が

起きたのは、アフガニスタン難民の帰国によるところが多いと思われる。

（万人）
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 こ の よ う に 、 中 東 産 油 国 を 中 心 と す る 世 界 各 国 へ の 移 民 が 南 ア ジ ア で

は 増 え て い る 。 そ の 数 を 正 確 に 把 握 す る こ と は 困 難 で あ る が 、 南 ア ジ ア

諸 国 の 5 年 単 位 の 純 移 民 流 出 数 （ ５ 年 間 の 移 民 流 出 数 と 流 入 数 の 差 ） の

推 移 を 見 る と ( 図 3 ) 、 南 ア ジ ア か ら の 移 民 純 流 出 数 が 特 に 今 世 紀 に 入 っ

て 急 増 し て い る こ と が 分 か る 。南 ア ジ ア 5 カ 国 か ら の 移 民 の 純 流 出 数 は 、

2 0 0 0 － 0 5 年 の 間 が 5 3 7 万 人 、 2 0 0 5 － 1 0 年 の 間 が 8 2 6 万 人 で あ り 、 1 0

年 間 で 1 3 6 3 万 人 も の 国 民 が 移 民 と し て 南 ア ジ ア か ら 純 流 出 し た の で あ

る 。  

人 口 の 純 流 出 が 2 0 0 0 － 1 0 年 の 間 で も っ と も 多 か っ た の は イ ン ド の

4 9 2 万 人 だ が 、 バ ン グ ラ デ シ ュ は 4 4 0 万 人 、 パ キ ス タ ン は 3 7 5 万 人 と 、

イ ン ド に そ れ ほ ど 劣 ら な い 移 民 の 純 流 出 が あ っ た 。 バ ン グ ラ デ シ ュ と パ

キ ス タ ン の 人 口 が イ ン ド の 人 口 の そ れ ぞ れ 1 3 ％ 、1 4 ％ に す ぎ な い こ と を

考 慮 す る と 、 こ の 期 間 に お け る バ ン グ ラ デ シ ュ と パ キ ス タ ン の 移 民 増 大

の 影 響 力 は 、 イ ン ド よ り も は る か に 大 き い と 考 え ら れ る 。  

 

  

ネ パ ー ル と ス リ ラ ン カ は 人 口 規 模 が 小 さ い た め 、 図 3 で は 移 民 が 増 大 し

て い る こ と は わ か り に く い 。 そ こ で 、 図 4 と 図 5 で 、 両 国 に お け る 雇 用

目 的 の 年 間 出 国 者 数 の 推 移 を 示 し た 。 こ れ ら の 図 か ら 、 特 に ネ パ ー ル に

お い て 、2 0 0 0 年 以 降 、海 外 出 稼 ぎ 者 が 急 激 に 増 加 し て い る こ と が 確 認 で

き よ う 。 今 世 紀 初 頭 に は 年 間 1 0 万 人 程 度 だ っ た ネ パ ー ル か ら の 雇 用 目

的 の 移 民 （ イ ン ド を 含 ま な い ） は 、 2 0 1 0 / 1 1 年 度 に は 年 間 3 8 万 人 に 達 し

て い る 。 同 様 に 、 ス リ ラ ン カ か ら の 海 外 雇 用 の た め の 渡 航 者 数 も 増 加 し

続 け て お り 、 2 0 1 1 年 に は 年 間 2 6 万 人 を 超 え て い る 。 ネ パ ー ル と ス リ ラ

ン カ の 人 口 は ( そ れ ぞ れ 2 7 0 0 万 、2 0 0 0 万 ) 、イ ン ド ( 1 2 . 4 億 ) は も と よ り 、
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出所） Govt. of Nepal Ministry of Finance（2013) から作成。
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図５ 海外雇用年間出国者数の推移

（スリランカ）

出所） Govt. of Sri Lanka Bureau of Foreign Employment (n.d.) から作成。

注） この図で1994年の出国者数が極端に少ないのは、この年の統計をとる方法に問題

があったためで、実際はもっと多い。

(万人）

女性

合計

男性



9 
 

パ キ ス タ ン ( 1 . 8 億 ) や バ ン グ ラ デ シ ュ ( 1 . 5 億 ) よ り ず っ と 少 な い ( 2 0 1 2 年 ) 。

そ れ に も か か わ ら ず 、 ネ パ ー ル の 雇 用 目 的 の 海 外 出 国 者 数 3 8 万 人 ( イ ン

ド へ の 出 国 を 含 ま な い ) は 、 イ ン ド の 6 3 万 人 、 パ キ ス タ ン の 4 6 万 人 、

バ ン グ ラ デ シ ュ 5 2 万 人 の 半 数 以 上 に 達 す る ( 注 1 1 ) 。 そ の た め 、 人 口 や 労

働 力 人 口 に 対 す る 出 稼 ぎ 者 の 比 率 は 、 ネ パ ー ル と ス リ ラ ン カ で は イ ン ド

や パ キ ス タ ン 、 バ ン グ ラ デ シ ュ よ り も ず っ と 高 い ( 表 3 ) 。 両 国 に お い て

海 外 出 稼 ぎ が 経 済 ・ 社 会 に 与 え る 影 響 が 他 の 南 ア ジ ア 諸 国 よ り は る か に

大 き い こ と が 、 容 易 に 想 像 で き よ う 。  

 

 

 

( 2 )マ ク ロ 経 済 へ の 影 響  

① 送 金 額 の 増 加 と 対 Ｇ Ｄ Ｐ 比 率 の 上 昇  

 こ う し た 多 数 の 国 際 移 民 、特 に 海 外 出 稼 ぎ 者 の 多 く は 、毎 月 な い し 2 、

3 カ 月 に 一 度 と い う 頻 度 で 本 国 の 家 族 に 送 金 を 行 う 。 一 人 一 人 の 送 金 額

は 少 な く て も 、 合 計 す る と そ の 額 は 莫 大 な も の に な り 、 南 ア ジ ア 諸 国 の

マ ク ロ 経 済 に 大 き な 影 響 を 与 え る 。そ れ を 、各 国 へ の 送 金 額 の 推 移 、G D P

や 輸 出 額 そ し て 貿 易 赤 字 額 に 対 す る 送 金 額 の 比 率 か ら 検 証 し て 行 こ う 。  

 ま ず 、図 6 お よ び 図 7 か ら 、各 国 に お け る 送 金 額 の 推 移 を 見 て み よ う 。

図 6 が 示 す よ う に 、 海 外 か ら の 個 人 送 金 受 取 額 は 、 世 界 第 １ 位 の 送 金 受

表３　　海外雇用のための年間出国者数と主な行先 (2011年）

インド パキスタン バングラデシュ ネパール スリランカ

626,565 456,893 515,515 381,426 262,960

122,116 17,617 15,286 2,716 2,087

0.05 0.26 0.34 1.40 1.26

47,666 6,126 7,455 1,450 859

0.13 0.75 0.69 2.63 3.06

サウジアラビア 46.2 48.6 2.9 21.1 26.1

ＵＡＥ 22.2 34.2 54.8 14.3 15.0

クウェート 7.2 0.0 0.0 6.4 19.3

カタール 6.7 1.1 2.5 27.7 20.0

オマーン 11.8 11.7 26.2 0.8 2.0

バーレーン 2.3 2.3 2.7 1.5 2.1

湾岸協力会議加盟国合計 96.3 98 .1 89.3 71.9 84.4

マレーシア 2.9 0.5 0.1 25.8 0.9

シンガポール N.A. 0.0 9.4 0.0 0.4

韓国 0.0 0.0 0.4 1.4 2.8

出所）　Govt. of India Ministry of Overseas Indian Affairs(n.d.).  Govt. of Pakistan Bureau of Emigration and Overseas Employment (n.d.),

 　　　　Govt. of Bangladesh Ministry of Finance(2012.),  Govt. of Nepal Ministry of Finance(2012). Govt. of Sri Lanka Bureau of Foreign Employment (n.d.)

　　　　　World Bank (2013) から作成。

 注）　１．国により、どの国に行く人やどの職に従事する人が統計の対象となるか異なるので、異なる国の間の単純な比較はできない。

　　　　２．高等教育をうけたり、専門職などで渡航する人は、一般的にこの統計の対象になっていない。アメリカやEUなどへの移民も対象になっていない国がある。

　　　　３．インドへの雇用目的の移民は、この統計の対象になっていない。

　　　　４. ネパールの数値は暦年ではなく、2011/12年度の数である。

主
要
な
出
国
先
の
割
合

（
％

）

年間出国者数 (人）

労働力人口(万人）

労働力人口に対する年間出国者数の比率（％）

人口(万人）

人口に対する年間出国者数の比率（％）
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入 れ 国 で あ る イ ン ド ( ２ 位 は 中 国 ) が 南 ア ジ ア の 中 で は 突 出 し て い る 。 ま

た 、 イ ン ド へ の 送 金 額 は 、 経 済 自 由 化 が 始 ま っ た 1 9 9 0 年 代 前 半 に 増 加

し は じ め 、 2 0 0 5 年 以 降 に 急 増 し て い る 。図 ７ か ら 、イ ン ド を 除 く 南 ア ジ

ア 諸 国 も 、 イ ン ド 同 様 に 2 0 0 0 年 代 に 入 っ て 送 金 額 が 急 増 し て い る こ と

が わ か る 。  

 

 で は 、 こ れ ら の 送 金 は ど こ か ら く る の だ ろ う か 。 個 人 送 金 の 送 金 元 の

デ ー タ が 得 ら れ た パ キ ス タ ン 、 バ ン グ ラ デ シ ュ 、 ス リ ラ ン カ の 統 計 資 料

に よ る と 、 湾 岸 協 力 会 議 加 盟 国 ( サ ウ ジ ア ラ ビ ア 、 Ｕ Ａ Ｅ 、 ク ウ ェ ー ト 、

オ マ ー ン 、カ タ ー ル 、バ ー レ ー ン ) か ら の 送 金 の 割 合 は パ キ ス タ ン で は 全

体 の 6 1 ％ 、 バ ン グ ラ デ シ ュ で は 6 5 ％ を 占 め て い た 。 ス リ ラ ン カ へ の 送

金 も 湾 岸 協 力 会 議 加 盟 国 を 中 心 と す る「 中 東 」が 5 9 ％ と ほ ぼ 6 割 を 占 め

て い る ( 注 1 2 ) 。 各 国 と も 、 Ｅ Ｕ 諸 国 ( 特 に イ ギ リ ス ) や ア メ リ カ な ど 先 進 国

か ら の 送 金 も 総 額 の 2 割 ～ 3 割 を 占 め て い る が 、 も っ と も 多 い の は 中 東

産 油 国 か ら の 送 金 で あ る 。 バ ン グ ラ デ シ ュ で は マ レ ー シ ア と シ ン ガ ポ ー

ル か ら の 送 金 も 全 体 の 1 割 ほ ど を 占 め 、重 要 で あ る 。表 3 が 示 す よ う に 、

海 外 出 稼 ぎ 者 ( た だ し 、イ ン ド を 除 く ( 注 1 3 ) )  の 7 割 が 中 東 産 油 国 に 、 2 割

以 上 が マ レ ー シ ア に 集 中 す る ネ パ ー ル も ほ ぼ 同 じ 状 況 で あ る と 考 え ら れ

る 。 ア メ リ カ や カ ナ ダ 、 イ ギ リ ス な ど 先 進 国 へ の 専 門 職 の 移 民 が 多 い イ

ン ド で は 送 金 元 の 国 別 統 計 が な い た め 、 送 金 元 の 構 成 比 を 明 確 な 数 字 で

示 す こ と は で き な い 。し か し 、イ ン ド 政 府 も 、「 個 人 送 金 の か な り の 割 合

は 、 湾 岸 諸 国 と マ レ ー シ ア で 雇 わ れ る 非 熟 練 、 半 熟 練 労 働 者 に よ る も の

と 推 測 さ れ る 」 と し て お り [ G o v t .  o f  I n d i a  M i n i s t r y  o f  O v e r s e a s  I n d i a n  

A f f a i r s   n . d . ,  p . 3 6 ] 、 イ ン ド に お い て も 中 東 や ア ジ ア な ど へ の 出 稼 ぎ 者

の 増 大 が 、 送 金 額 の 増 加 に 大 き な 貢 献 を し て い る と 考 え ら れ る 。 今 世 紀

に 入 り 、 中 東 産 油 国 や マ レ ー シ ア 、 シ ン ガ ポ ー ル な ど を 主 な 出 稼 ぎ 先 と

す る 海 外 出 稼 ぎ 者 の 増 大 が 、 南 ア ジ ア 諸 国 へ の 送 金 急 増 の 主 要 な 要 因 と
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図６ 南アジア諸国の個人送金受け取り額の推移

（インドを含む）
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出所） World Bank (2013)から作成。
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図７ 南アジア諸国の個人送金受け取り額の推移

（インドを除く）
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出所） World Bank (2013)から作成。
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な っ て い る の で あ る 。  

 続 い て 、 中 東 産 油 国 を お も な 源 と す る 莫 大 な 送 金 が 、 南 ア ジ ア 各 国 の

マ ク ロ 経 済 に ど れ ほ ど の イ ン パ ク ト を 与 え て い る か 見 て み よ う 。 各 国 が

受 け 取 る 送 金 の 対 G D P 比 率 は 9 0 年 代 な い し 2 0 0 0 年 以 降 増 大 す る 傾 向

に あ る ( 図 8 ) 。 そ の 水 準 は 国 に よ っ て 大 き く 異 な る が 、 2 0 1 1 年 で は 、 も

っ と も 高 い ネ パ ー ル で は 2 2 ％ 、 そ の 後 に バ ン グ ラ デ シ ュ ( 1 1 ％ ) 、 ス リ ラ

ン カ ( 9 ％ ) 、パ キ ス タ ン ( 6 ％ ) が 続 き 、も っ と も 低 い の が イ ン ド の 3 ％ で あ

る 。 南 ア ジ ア の 中 で も 特 に 貧 し い ネ パ ー ル と バ ン グ ラ デ シ ュ で 、 経 済 の

送 金 依 存 度 が 高 い こ と に 注 目 し た い 。し か も 両 国 で は 、 2 0 0 0 年 以 降 、こ

の 比 率 が 急 速 に 高 ま っ て い る 。 イ ン ド は 全 体 と し て は G D P に 対 す る 送

金 の 比 率 が 低 い が 、 海 外 出 稼 ぎ 者 が 多 い ケ ー ラ ラ 州 で は 、 送 金 が 州 内 純

生 産 ( N S D P ) ( 注 1 4 ) に 対 す る 送 金 の 比 率 が 2 0 ％ に 達 し て お り ( 2 0 0 7

年 ) [ R a j a n  2 0 1 1 ,  p . 5 1 ] 、 ネ パ ー ル 並 み の 高 水 準 で あ る 。  

 

② 外 貨 獲 得 と 国 際 収 支 改 善 へ の 貢 献  

海 外 出 稼 ぎ 者 の 送 金 に よ る マ ク ロ 経 済 へ の 重 要 な 貢 献 の 一 つ は 外 貨 の

獲 得 で あ る 。 経 済 発 展 の た め に は 機 械 類 な ど の 生 産 財 や 石 油 な ど の エ ネ

ル ギ ー 資 源 の 輸 入 が 不 可 欠 で あ る 。 ま た 、 経 済 成 長 に と も な い 消 費 財 の

輸 入 も 増 大 し て い る 。 海 外 か ら の 送 金 は そ れ ら の 輸 入 に 必 要 な 外 貨 を 提

供 す る 。 外 貨 の 獲 得 は 国 内 生 産 物 の 輸 出 に よ っ て も 可 能 だ が 、 南 ア ジ ア

諸 国 で は 国 際 競 争 力 を も つ 工 業 の 発 展 が 概 し て 遅 れ 、 石 油 な ど の 天 然 資

源 に も 恵 ま れ て い な い 。 そ こ で 、 手 っ 取 り 早 い 外 貨 獲 得 の 手 段 と し て 、

海 外 出 稼 ぎ 者 か ら の 送 金 、 換 言 す れ ば 労 働 力 輸 出 の 重 要 性 が 高 ま っ て い
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図８ 個人送金額の対ＧＤＰ比率の推移（％）
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出所） World Bank (2013)から作成。
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る の で あ る 。  

図 9 お よ び 図 1 0 は 、 輸 出 額 に 対 す る 海 外 送 金 額 の 比 率 の 推 移 を 示 し

て い る 。イ ン ド を 除 き 、 2 0 0 0 年 以 降 、南 ア ジ ア 各 国 で こ の 比 率 が 大 き く

上 昇 し て い る こ と が わ か る 。 最 も こ の 比 率 が 高 く 、 か つ 急 上 昇 し て い る

の が ネ パ ー ル で あ る 。2 0 0 0 年 以 降 の 海 外 出 稼 ぎ 者 増 加 に よ る 送 金 の 急 増

と と も に 、輸 出 額 に 対 す る 海 外 送 金 の 比 率 が 急 上 昇 し 、 2 0 1 1 年 時 点 で は

送 金 額 が 輸 出 額 の 2 . 5 倍 ( 2 5 0 ％ ) に 達 し て い る 。ネ パ ー ル で は 工 業 の 発 達

の 遅 れ な ど か ら 輸 出 品 は 手 工 芸 品 や カ ー ペ ッ ト な ど が 中 心 で 、 外 貨 獲 得

力 が 弱 い 。 送 金 に よ る 外 貨 所 得 の 増 大 は 、 輸 出 力 の 弱 い ネ パ ー ル 経 済 に

と っ て 救 世 主 的 な 存 在 と い え る 。  

 

近 年 輸 出 志 向 型 の ア パ レ ル 産 業 が 急 速 に 発 達 し 、 現 在 中 国 に 次 ぐ 世 界

2 位 の ア パ レ ル 輸 出 国 と な っ て い る バ ン グ ラ デ シ ュ に お い て も 、 輸 出 額

に 対 す る 送 金 額 の 比 率 は 2 0 0 0 年 以 降 4 0 ～ 6 0 ％ と 高 い 水 準 を 維 持 し て い

る 。 バ ン グ ラ デ シ ュ の ア パ レ ル 産 業 は 原 材 料 や 機 械 を ほ と ん ど 輸 入 に 依

存 し 低 賃 金 を 競 争 力 の 源 泉 に し て い る た め 純 付 加 価 値 は 少 な い 。 そ の た

め 、 海 外 出 稼 ぎ 者 か ら の 送 金 が 外 貨 獲 得 に 果 た す 貢 献 は 、 輸 出 額 に 対 す

る こ の 値 以 上 に 大 き い と 考 え ら れ る 。  
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図9 輸出額に対する個人送金受取額の比率の推移
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図10 輸出額に対する個人送金受取額の比率の推移

(ネパールを除く）
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出所） World Bank (2013)から作成。
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図11 貿易赤字額に対する個人送金受取額の比率（％）
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13 
 

図 1 1 が 示 す よ う に 、 2 0 0 5 年 以 降 、 南 ア ジ ア 諸 国 の 貿 易 赤 字 額 に 対 す

る 送 金 額 の 比 率 は お お む ね 6 0 ～ 1 2 0 ％ の 間 に あ る 。 貿 易 赤 字 に よ る 外 貨

流 出 を 送 金 に よ る 外 貨 所 得 が 埋 め 、 経 常 収 支 を 黒 字 化 な い し 大 き く 改 善

す る 構 造 に な っ て い る 。 バ ン グ ラ デ シ ュ と ネ パ ー ル で こ の 傾 向 が 特 に 強

く 、 多 額 の 送 金 の お か げ で 両 国 の 経 常 収 支 は 黒 字 基 調 に な っ て い る 。 国

の 経 済 破 た ん を 防 ぐ た め に も 、 海 外 出 稼 ぎ 者 の 送 金 は 多 く の 南 ア ジ ア 諸

国 に と っ て 現 在 不 可 欠 な も の に な っ て い る 。  

 

③ 経 済 成 長 へ の 貢 献  

マ ク ロ 経 済 に 対 す る 送 金 の も う 一 つ の 重 要 な 貢 献 は 、 経 済 成 長 を 促 す

効 果 で あ る 。 送 金 を 受 け 取 っ た 本 国 の 家 族 は 、 そ れ に よ り 必 要 な 財 や サ

ー ビ ス を 購 入 ( 消 費 ) す る 。 そ し て そ の 財 や サ ー ビ ス の 供 給 者 は 生 産 を 増

大 す る と と も に 、 販 売 に よ っ て 得 た 収 入 を 自 ら の 消 費 に ま わ す と い う よ

う に 消 費 ( 需 要 ) と 生 産 ( 供 給 ) の 循 環 が 生 ま れ 、 個 人 消 費 か ら 地 域 経 済 、

さ ら に は 国 民 経 済 へ と 波 及 す る こ と に よ っ て 経 済 成 長 を も た ら す 。 そ の

最 終 的 な G D P  / G N P の 増 加 額 は 、 乗 数 効 果 を 通 じ て 送 金 額 の 何 倍 に も な

る 。 こ の よ う に 、 送 金 を 受 け た 本 国 の 家 族 の 消 費 は 、 政 府 の 公 共 事 業 費

や 企 業 の 投 資 と 同 様 の 景 気 拡 大 効 果 を 持 つ の で あ る 。 標 準 的 な ケ イ ン ズ

理 論 的 マ ク ロ 経 済 学 に よ れ ば 、 送 金 に よ る 消 費 の 増 加 Δ C は 、 限 界 消 費

性 向 ( 所 得 が １ 単 位 増 え た と き の 消 費 の 増 加 額 ) を c と す る と 、 Δ C / ( 1 - c )

だ け G D P ( 国 内 総 生 産 ) を 増 大 す る 。  

こ こ で 、送 金 額 の 対 G D P 比 率 が も っ と も 大 き い ネ パ ー ル を 例 と し て 、

単 純 化 し た 計 算 に よ り 、 送 金 が 経 済 成 長 に ど の 程 度 貢 献 し て い る か 示 し

て み よ う 。 ま ず 、 送 金 が な い 時 の ネ パ ー ル の G D P を Y 0 と す る 。 2 0 1 1 年

の デ ー タ に よ り 、送 金 額 は G D P の 2 2 ％ ( 0 . 2 2 Y 0 ) 、限 界 消 費 性 向 を 0 . 9 1 4

と す る ( 注 1 5 ) 。送 金 が す べ て 消 費 さ れ 、輸 出 入 が な い 閉 鎖 経 済 で あ る と 仮

定 す る と 、 G D P の 増 加 額  Δ Y ＝ 消 費 増 加 額 ( ＝ 送 金 額 ) / ( 1 ‐ 限 界 消 費 性

向 ) ＝ 0 . 2 2 Y 0 / 0 . 0 8 6 ＝ 2 . 5 8 Y 0  、 と な る 。 つ ま り 、 G D P は 送 金 が な い 時 の

お よ そ 2 . 6 倍 も 増 え る の で あ る ( G D P は 元 の 3 . 6 倍 に な る ) 。 も ち ろ ん こ

れ は 、 ネ パ ー ル 経 済 が 閉 鎖 経 済 で あ る と 仮 定 し た 理 論 値 で あ り 、 輸 入 が

急 増 し て い る 現 在 の ネ パ ー ル で は 、 現 実 的 な 値 で は な い 。 そ こ で 、 開 放

経 済 、 つ ま り 経 済 成 長 ( 所 得 増 加 ) に 伴 っ て 輸 入 が 増 え る こ と を 考 慮 し 、

送 金 の 経 済 成 長 効 果 を 再 計 算 し て み る 。 開 放 経 済 に お け る 送 金 の G D P

増 大 効 果 は 、Δ Y ＝ 送 金 額 / ( 1 ‐ c ＋ m ) で 表 せ る ( m は 限 界 輸 入 性 向 ) 。こ こ

で 2 0 1 1 年 の デ ー タ か ら 、 限 界 輸 入 性 向 が 0 . 3 2 8 で あ る と し て 計 算 す る
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と ( 注 1 6 ) 、送 金 に よ る G D P の 増 大 効 果 は 5 4 ％ 、と い う 結 果 に な る ( 注 1 7 ) ( 表

4 ) 。 つ ま り 、 現 在 の G D P の お よ そ 3 分 の 1 ( = 0 . 5 4 / ( 1 ＋ 0 . 5 4 ) ) は 、 送 金 の

波 及 効 果 の 成 果 で あ る こ と に な る 。 以 上 か ら 、 急 増 す る 海 外 出 稼 ぎ 者 の

膨 大 な 送 金 が 、 現 在 ネ パ ー ル の 経 済 成 長 に 大 き く 貢 献 し て い る と 結 論 し

て よ い で あ ろ う 。  

 

 

 

 ネ パ ー ル ほ ど で は な い が 、 パ キ ス タ ン 、 バ ン グ ラ デ シ ュ 、 ス リ ラ ン カ

で も 、 閉 鎖 経 済 を 仮 定 す る と 、 送 金 は G D P を 最 大 5 0 ～ 7 0 ％ ほ ど 引 き 上

げ る 効 果 を も っ て お り 、 開 放 経 済 を 前 提 と し て も 2 0 ％ 前 後 G D P を 押 し

上 げ て い る こ と に な る ( 表 4 ) 。 イ ン ド は 国 全 体 と し て は 送 金 が 経 済 成 長

に 果 た す 役 割 は 大 き く な い が 、 海 外 出 稼 ぎ 者 の 割 合 が ネ パ ー ル 並 み に 多

い ケ ー ラ ラ 州 の よ う な 地 域 で は 、 ネ パ ー ル 同 様 に 高 い 経 済 成 長 効 果 を 持

っ て い る と 考 え ら れ る 。  

 

 

表４　海外送金のGDP増大効果（２０１１年）

国
送金（個人送金受取額）

の対GDP比率    (%)
平均消費性向 平均輸入性向

閉鎖経済を仮定した送金
のGDP増大効果　（％）

開放経済を想定した送金
のGDP増大効果　（％）

インド 3.4 0.710 0.303 12 6

パキスタン 5.8 0.920 0.192 73 21

バングラデシュ 10.8 0.836 0.316 66 23

ネパール 22.2 0.914 0.328 258 54

スリランカ 8.7 0.846 0.376 56 16

出所）　中谷（1993、p.191, p. 307）を参考に、World Bank (2013)から筆者計算。

注）　１．限界消費性向のデータが得られなかったため、閉鎖経済を仮定した送金のGDP増大効果（％）は、（送金の対GDP比率）/（1-平均消費性向）×100で算出した。

　　　　2．限界消費性向および限界輸入性向のデータが得られなかったため、開放経済を想定した送金のGDP増大効果（％）は、（送金の対GDP比率）/（1-平均消費性向

　　　　　　＋平均輸入性向）×100で算出した。

　　　　3．「平均消費性向」は、GDPに対する最終消費支出の割合である。GDP＝最終消費支出＋国内貯蓄、の関係にある。

　　　　4．「平均輸入性向」は、GDPに対する輸入額の比率である。

表５　南アジアにおけるGDP成長率の推移（5カ年平均値）
（％）

インド パキスタン
バングラデ

シュ
ネパール スリランカ ５カ国平均

１９７５－７９ 3.7 5.0 3.2 3.1 5.3 4.1

８０－８４ 5.5 7.3 3.2 3.3 5.1 4.9

８５－８９ 5.9 6.4 3.2 4.9 3.2 4.7

９０－９４ 4.7 4.5 4.6 5.4 5.6 5.0

９５－９９ 6.8 3.4 5.0 4.3 4.9 4.9

２０００－０４ 5.7 4.3 5.4 3.9 4.0 4.7

０５－０９ 8.1 4.9 6.2 4.2 6.0 5.9

１０－１２ 6.7 3.6 6.4 4.4 7.6 5.7

出所）　World Bank (2013)から作成。

注）　1．５カ年平均は各年値の単純平均値である。

　　　2．「5カ国平均」の値も、5カ国の値の単純平均値である。
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実 際 、南 ア ジ ア 諸 国 の 経 済 成 長 率 ( 実 質 G D P の 成 長 率 ) の 推 移 を 見 る と

( 表 5 ) 、 送 金 の 対 G D P 比 率 が 高 く 、 し か も 近 年 上 昇 し て い る ネ パ ー ル 、

バ ン グ ラ デ シ ュ 、ス リ ラ ン カ で は 、G D P の 成 長 率 が 高 ま っ て い る 。特 に 、

G D P に 対 す る 送 金 の 比 率 が 高 く 、ま た そ の 値 が 上 昇 し 続 け て い る バ ン グ

ラ デ シ ュ で 、 経 済 成 長 が 9 0 年 代 以 降 加 速 し て い る こ と は 注 目 さ れ る 。  

一 方 、 送 金 の 対 G D P 比 率 が 南 ア ジ ア で も っ と も 高 く 、 近 年 急 上 昇 し

て い る ネ パ ー ル で G D P の 成 長 率 が 4 ％ 程 度 と 相 対 的 に 低 い の は 、こ れ ま

で の 分 析 結 果 と 整 合 的 で な い よ う に 見 え る 。 こ の 理 由 と し て 、 以 下 の 二

つ が 考 え ら れ る 。 一 つ は 、 注 1 7 で 説 明 し た よ う に 、 ネ パ ー ル で は 送 金

に よ る 消 費 の 増 加 が 輸 入 の 急 増 を 生 み ( 注 1 8 ) 、 送 金 の G D P 引 上 げ 効 果 が

国 外 に 流 出 し て い る こ と で あ る 。 も う 一 つ は 、 実 際 の 経 済 は 大 き く 発 展

し て い る の に 、 G D P の 統 計 で 把 握 さ れ な い 地 下 経 済 が 大 き い た め 、 統 計

上 の G D P が 実 際 よ り も 小 さ く 表 れ て い る 可 能 性 で あ る 。 後 述 す る よ う

に ネ パ ー ル の 経 済 ・ 社 会 が 現 在 急 速 に 変 わ っ て い る の は 事 実 で あ り 、 ネ

パ ー ル の G D P 成 長 率 に 関 し て は 、 統 計 の 信 ぴ ょ う 性 を 含 め た 検 討 が 必

要 だ と 思 わ れ る ( 注 1 9 ) 。  

 

④ 貧 困 緩 和 の 効 果  

続 い て 、送 金 と 貧 困 の 関 係 を 見 て い く 。こ こ で は 、貧 困 人 口 に つ い て 、

世 界 銀 行 の 基 準 に よ り 、 購 買 力 平 価 で 1 人 1 日 1 . 2 5 ド ル ( 2 0 0 5 年 価 格 )

未 満 の 生 活 を す る 人 と 定 義 す る 。 図 1 2 は 、 各 国 の 貧 困 人 口 率 （ 全 人 口
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図12 貧困人口率の推移（1人１日1.25ドル未満）
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に 占 め る 貧 困 人 口 の 割 合 ）の 推 移 を 示 し た も の で あ る 。 2 0 0 0 年 以 降 、い

ず れ の 国 も 貧 困 人 口 率 が 、 そ れ ま で の ペ ー ス よ り も 早 い ペ ー ス で 低 下 し

て い る こ と が 確 認 で き よ う 。 特 に 、 南 ア ジ ア の 中 で も 貧 困 率 が 高 か っ た

ネ パ ー ル で 、2 0 0 0 年 以 降 に お け る 貧 困 人 口 率 の 低 下 が 顕 著 で あ る 。2 0 0 3

年 か ら 2 0 1 0 年 ま で の わ ず か 7 年 間 に 、 貧 困 人 口 率 が 5 3 . 1 ％ か ら 2 4 . 8 ％

へ と 半 減 し た 。  

表 6 が 示 す よ う に 、 2 0 0 3 / 0 4 年 度 か ら 2 0 1 0 / 1 1 年 度 の 間 で ネ パ ー ル の

1 人 当 た り 年 間 平 均 所 得 ( 実 質 額 ) は 、 9 3 0 2 ル ピ ー か ら 1 4 4 1 5 ル ピ ー へ と

5 5 ％ も 上 昇 し た 。最 貧 困 層 2 0 ％ の そ れ は 1 2 4 ％ も 増 加 し て お り 、1 9 9 5 / 9 6

年 度 か ら 2 0 0 3 / 0 4 年 度 ま で の 増 加 率 ( 2 2 % ) に 比 べ て 大 き く 上 昇 し た 。 食

料 、住 居 、衣 類 が 不 足 し て い る と 回 答 し た 世 帯 の 割 合 は 、ほ ぼ 半 減 し た 。

こ の 期 間 に 送 金 受 取 り 世 帯 お よ び 送 金 額 の 著 し い 増 加 が あ っ た こ と を 考

え れ ば 、 中 東 や マ レ ー シ ア な ど 海 外 か ら の 送 金 が ネ パ ー ル の 貧 困 緩 和 に

果 た し た 役 割 は 極 め て 大 き い と 結 論 し て よ い だ ろ う 。  

 

 

バ ン グ ラ デ シ ュ で も 、2 0 0 0 年 か ら 2 0 1 0 年 の 間 に 貧 困 人 口 率 は 5 8 . 6 ％

か ら 4 3 . 3 ％ へ と 1 5 ポ イ ン ト も 低 下 し て い る 。 ス リ ラ ン カ で は 、 世 銀 の

定 義 に よ る 貧 困 人 口 が 2 0 0 2 年 に は ま だ 1 4 . 0 ％ い た が 、2 0 1 0 年 で は 4 . 1 ％

と 、 ご く 少 数 に な っ て い る 。 こ の よ う に 、 中 東 産 油 国 や マ レ ー シ ア な ど

へ の 出 稼 ぎ が 多 い 国 で 、 近 年 貧 困 緩 和 が 顕 著 に み ら れ る の で あ る 。  

一 方 、 経 済 自 由 化 に よ っ て 高 い 経 済 成 長 率 が 続 く イ ン ド は 、 1 人 当 た

表６　ネパールの経済・社会状況の変化

1995/96 2003/04 2010/11
1人当たり年間平均所得（名目、ルピー） 7,690 15,162 41,659
1人当たり年間平均所得（実質、ルピー） 7,690 9,302 14,415
最貧困２０％の1人当たり年間平均所得（名目、ルピー） 2,020 4,003 15,888
最貧困２０％の1人当たり年間平均所得（実質、ルピー） 2,020 2,456 5,498
以下の物が不足・不適切だと感じている世帯の割合（％）

　　食料 50.9 31.2 15.7
　　住居 64.1 40.6 22.0
　　衣類 57.6 35.6 16.7
　　医療 58.7 28.3 18.5
　　学校 45.4 21.4 16.1
　　収入 72.6 67.0 48.6
電化世帯率（％） 14.1 37.2 69.9
トイレへのアクセスがある世帯の割合（％） 21.6 38.7 56.0
送金を受け取っている世帯の割合（％） 23.4 31.9 55.8
送金の総額（名目、1000万ルピー） 13 46 259
送金の総額（実質、1000万ルピー） 13 28 90
　　うち、ネパール国内からの送金の割合（％） 46 24 20
　　　　　　外国からの送金の割合（％） 54 76 80
物価指数（1995年＝100） 100 163 289
出所）　須田(2012）の表２（p. 107)から抜粋。原データは、Govt. of Nepal Central Bureau of Statistics (2011). 

注)　1. 物価指数は、World BankのWorld Development Indicators  から筆者が算出。

    　2. 実質額は、物価指数で調整した1995年価格で表示。

    　3. 送金を受け取っている世帯には、国内からの送金受け取り世帯も含まれる。
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り の G N I ( 1 5 3 0 ド ル ) が パ キ ス タ ン ( 1 2 6 0 ド ル ) や ネ パ ー ル ( 7 0 0 ド ル ) 、 バ

ン グ ラ デ シ ュ ( 8 4 0 ド ル ) よ り か な り 高 い が ( 2 0 1 2 年 ) 、図 1 1 が 示 す よ う に 、

全 体 と し て み る と 貧 困 人 口 率 は 高 く 、そ の 低 下 速 度 も 比 較 的 緩 慢 で あ る 。

イ ン ド の 人 口 規 模 は 南 ア ジ ア で は 突 出 し て 大 き く 、 イ ン ド の 貧 困 緩 和 速

度 が 遅 い こ と が 、南 ア ジ ア 全 体 の 貧 困 緩 和 の 足 か せ と な っ て い る ( 南 ア ジ

ア 全 体 の 貧 困 人 口 率 は イ ン ド の そ れ と ほ ぼ 重 な る ) 。し か し 、そ う し た 中

で も 、 海 外 出 稼 ぎ 者 が 多 い ケ ー ラ ラ 州 は 、 イ ン ド の 中 で は 貧 困 人 口 率 や

乳 児 死 亡 率 が 際 立 っ て 低 く 、 識 字 率 は 高 く 平 均 寿 命 も 長 い ( 表 7 ) 。  

 

 

 

 

湾 岸 産 油 国 を 中 心 と し た 海 外 出 稼 ぎ 者 が ケ ー ラ ラ 州 に 多 い こ と が 、 同

州 の 経 済 ・ 社 会 指 標 を 高 め る 大 き な 要 因 に な っ て い る と 思 わ れ る が 、 海

表７　1人当たり純生産と貧困人口率におけるケーララ州と他州の比較

全インド ケーララ州 タミルナード州 ビハール州
ウッタル・プラ
デーシュ（U.P.)

州
西ベンガル州

１人当たり州内純生産
（ルピー） (2011/12年度)

60,603 83,725 84,496 23,425 30,052 54,830

貧困人口率の割合（％）
(2009/10年度)

30 12 17 54 38 27

識字率（％） (2011年　暫定値) 74 94 80 64 70 77

乳児死亡率（2011年、‰） 44 12 22 44 57 32

平均寿命（歳）　 (2005-10年) 66 74 69 66 63 69

出所）Govt. of India Ministry of Finance (2013) .から作成。

注）　  1. この表における貧困線の基準は、世銀の定義(購買力平価で1人１日1.25ドル未満）によるものではなく、１日のカロリー摂取可能量に基づいたインド独自の基準である。

　　　　2．　州内純生産は、州内の総生産から減価償却費を引いた、純付加価値額である。

　　　　3.　ビハール州とウッタル・プラデーシュ州は、インドの中でも貧しい州として知られており、ケーララ州との比較のため挙げた。西ベンガル州は、ケーララ州と同様に

　　　　　共産党の影響が強い州である。
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図13 インドの海外出稼ぎ主要州の年間出国者数の推移
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出所） Govt. of India Ministry of Overseas Indian Affairs (n.d.)から作成。

ケーララ州

タミルナード州

ビハール州

その他

西ベンガル州

U.P.州

A.P.州
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外 出 稼 ぎ の 動 き は 、 イ ン ド の 他 の 貧 困 州 に も 広 が り つ つ あ る 。 図 1 3 お

よ び 表 7 が 示 す よ う に 、 イ ン ド の 中 で は 相 対 的 に 豊 か で 社 会 開 発 が 進 ん

で い る イ ン ド 南 部 の ケ ー ラ ラ 州 と タ ミ ル ナ ー ド 州 で 海 外 出 稼 ぎ が 多 か っ

た が 、 そ の 年 間 出 国 者 数 は 近 年 減 少 傾 向 に あ る 。 そ の 一 方 で 、 イ ン ド の

中 で も 貧 困 州 と し て 知 ら れ る イ ン ド 北 部 の ウ ッ タ ル ・ プ ラ デ ー シ ュ 州 と

ビ ハ ー ル 州 で 、 海 外 出 稼 ぎ 者 が 急 増 し て い る の で あ る 。 ウ ッ タ ル ・ プ ラ

デ ー シ ュ 州 か ら の 海 外 出 稼 ぎ の 年 間 出 国 者 数 は 2 0 0 9 年 に は ケ ー ラ ラ 州

を 抜 き 、 イ ン ド で も っ と も 多 く な っ て い る 。  

こ う し た 変 化 の 背 景 は 今 後 の 研 究 課 題 で あ る が 、 出 稼 ぎ 者 の 送 金 な ど

で イ ン ド で は す で に 豊 か に な っ た ケ ー ラ ラ 州 や タ ミ ル ナ ー ド 州 が 出 稼 ぎ

か ら 「 卒 業 」 し て い く 一 方 で 、 よ り 貧 し い 州 で 海 外 出 稼 ぎ 者 が 増 え て い

る の で あ る 。 こ れ は 、 海 外 出 稼 ぎ が 持 つ 貧 困 緩 和 効 果 が 、 出 稼 ぎ 先 進 地

域 か ら 後 進 地 域 に 波 及 し て い る こ と を 意 味 し て い る と い え よ う 。  

 

( 3 )貧 困 緩 和 に 海 外 送 金 が 与 え る 影 響 の ミ ク ロ 分 析  

以 上 、 海 外 送 金 の 影 響 に つ い て マ ク ロ 的 視 点 か ら 分 析 し て き た が 、 本

節 で は 、 送 金 が 貧 困 緩 和 や 地 域 経 済 の 発 展 に 果 た す 役 割 に つ い て 、 ミ ク

ロ 的 な 視 点 か ら 検 討 し て い こ う 。 こ れ に つ い て は 、 ① 国 際 移 民 に よ る 本

国 の 家 族 へ の 送 金 が 、 所 得 の 増 加 を 通 じ て 家 族 の 生 活 を 改 善 す る 直 接 的

な 効 果 と 、 ② 財 や サ ー ビ ス に 対 す る 需 要 の 増 大 が 地 域 経 済 を 活 性 化 さ せ

地 域 住 民 の 雇 用 や 所 得 の 増 大 を 生 む 間 接 的 な 効 果 、 の 二 つ に 分 け て 考 え

る こ と が で き よ う 。 ま ず 、 送 金 を 受 け る 家 族 へ の 直 接 的 な 影 響 に つ い て

検 討 し て い こ う 。  

 

①  送 金 が 本 国 の 家 族 に 与 え る 経 済 的 影 響  

 既 に 見 た よ う に 、 海 外 出 稼 ぎ 者 の 純 受 入 れ 国 で あ る ブ ー タ ン や モ ル ジ

ブ を 除 き 、 南 ア ジ ア 諸 国 で は 多 く の 世 帯 に は 海 外 在 住 者 が い る 。 こ こ で

は 、 彼 ら ( 彼 女 た ち ) が 本 国 の 家 族 に 送 る 送 金 の 額 ( 月 額 ) と 、 そ れ が 主 に

何 に 使 わ れ て い る か を 明 ら か に す る こ と で 、 国 際 移 民 、 特 に 海 外 出 稼 ぎ

の 貧 困 緩 和 に 対 す る 貢 献 に つ い て 検 討 す る 。  

国 際 移 民 が 本 国 の 家 族 に 送 る 送 金 の 額 は 、 移 民 が ど の 国 で ど の よ う な

仕 事 に つ い て い る か に よ っ て 大 き く 異 な る 。 ア メ リ カ や ヨ ー ロ ッ パ 、 日

本 な ど の 先 進 国 で 働 い て い る 場 合 、雇 用 条 件 や 職 種 に も よ る が 、月 額 5 0 0

～ 1 0 0 0 ド ル ( 5 ～ 1 0 万 円 ) 程 度 の 送 金 も 可 能 で あ ろ う 。 し か し 、 現 在 南 ア
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ジ ア か ら の 国 際 移 民 の 中 心 を 占 め る 中 東 産 油 国 や マ レ ー シ ア へ の 非 熟

練 ・ 半 熟 練 の 期 間 契 約 労 働 者 ( 建 設 労 働 者 、 工 場 労 働 者 、 農 園 労 働 者 、 商

店 の 店 員 、 家 事 労 働 な ど ) の 場 合 、 月 々 の 給 料 そ の も の が 2 0 0 ～ 3 0 0 ド ル

( 2 ～ 3 万 円 ) 程 度 に す ぎ な い ( 宿 舎 や 食 費 は 別 途 支 給 ) 。 表 8 は 南 ア ジ ア か

ら の 主 要 な 出 稼 ぎ 先 で あ る サ ウ ジ ア ラ ビ ア の 外 国 人 労 働 者 の 最 低 給 与 表

で あ る 。 こ の 表 に は な い が 、 女 性 の 出 稼 ぎ 者 に 多 い 中 東 で の 家 事 労 働

( h o u s e m a i d ) の 月 給 も 、 2 0 0 ド ル 程 度 で あ る 。 写 真 6 、 7 、 8 は 、 ネ パ ー

ル の 新 聞 に 載 っ た 、 サ ウ ジ ア ラ ビ ア 、 マ レ ー シ ア 、 そ し て E U （ ポ ル ト

ガ ル ） で の 仕 事 の 求 人 広 告 で あ る 。 サ ウ ジ ア ラ ビ ア の 求 人 広 告 は 、 給 料

と 仕 事 の 内 容 か ら 考 え て 非 熟 練 の 職 種 だ と 思 わ れ る が 、 表 8 の 国 が 決 め

た 最 低 賃 金 よ り は 若 干 高 く 、 比 較 的 条 件 の よ い 仕 事 と い え よ う 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表8　サウジアラビアにおけるネパール人労働者の職種と最低月給

労働者の分類 職種 最低給与(月額） 諸手当 その他

非熟練
(Unskilled)

労働者(labour)、清掃人(cleaner, sweeper)、作業補助
（helper)、事務雑用係（office boy)、ガードマン
(watchman)

800リヤル
(213ドル）

宿泊、移動、医療、
往復航空券は受け

入れ会社負担

食事は無料。または食
事代として200リヤル

（53ドル）支給

レンガ積み（mason)、ブロック製造、左官、大工、機械
操作補助、電気工事補助、配管工、洗濯屋、店員、な
ど

1000リヤル
(267ドル）

警備(security man)、料理人補助、販売員、電気工、
軽量車両運転手、重量車両運転手、建設機械操作、
建設工事管理者、作業班長、など

1200～2500リヤル
（320～666ドル）

（職種により異なる）

熟練
(Skilled Manpower)

パン職人、料理人、経営管理補助、パソコン操作、薬
剤師、医療補助、会計、看護師、など

1200～3000リヤル
（320～800ドル）

（職種により異なる）
同上

食事代として300リヤル
(80ドル）支給

専門職
(Professional)

人事管理、コンピュータ技師、電気技師、土木技師、
医師、公認会計士など

5000～11000リヤル
（1333～2932ドル）
（職種により異なる）

同上
受け入れ会社が食事代

を支給

出所）　Govt. of Nepal Ministry of Labour and Transportation (2012) から作成

注）　　2014年3月27日の為替レートにもとづいて、１サウジアラビアリアル＝0.2665ドル（約27.2円）で計算した。

同上 同上
半熟練

(Semi-skilled)

 

 
 

写 真 8  写 真 6 と 同 じ 。
E U ( ポ ル ト ガ ル ) の 農 業
労 働 者 の 求 人 。 月 給 4 8 5
ユ ー ロ ( 約 6 万 8 0 0 0 円 )  
( 坪 井 伸 広 氏 提 供 )  

 写 真 6  ネ パ ー ル の 新 聞 に
載 っ た 求 人 広 告 。 月 給 は
1 0 0 0 サ ウ ジ ア ラ ビ ア ・ リ
ヤ ル ( 約 2 万 7 0 0 0 円 )   
( 坪 井 伸 広 氏 提 供 )  

写 真 7  写 真 6 と 同 じ 。 マ
レ ー シ ア の 工 場 労 働 者 な
ど の 求 人 。月 給 は 9 0 0 マ レ
ー シ ア ・ リ ン ギ ッ ト ( 約 2
万 8 0 0 0 円 )  
( 坪 井 伸 広 氏 提 供 )  
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こ の よ う な 所 得 水 準 の も と で 、長 時 間 の 残 業 を し 出 費 を 切 り 詰 め て も 、

送 金 可 能 な 額 は 月 平 均 1 0 0 ～ 2 0 0 ド ル ( 1 ～ 2 万 円 ) 程 度 の こ と が 多 い 。 表

9 は ネ パ ー ル 平 均 的 な 送 金 額 ( 月 額 ) を 示 し て い る 。 中 東 と マ レ ー シ ア か

ら の 送 金 は 、 国 に よ り 若 干 の 違 い は あ る が 、 お お む ね 月 平 均 1 1 0 ～ 1 3 0

ド ル 程 度 、 イ ギ リ ス か ら の 送 金 は 同 2 0 0 ド ル 程 度 と な っ て い る 。 他 の 南

ア ジ ア 諸 国 の 家 族 も 同 じ よ う な 額 の 送 金 を 受 け 取 っ て い る と 考 え て よ い

だ ろ う 。 実 際 、 筆 者 が 南 ア ジ ア 諸 国 ( イ ン ド 、 パ キ ス タ ン 、 バ ン グ ラ デ シ

ュ 、 ネ パ ー ル 、 ス リ ラ ン カ ) で 行 っ た 調 査 で も 、 同 じ よ う な 結 果 が で て い

る [ 須 田  2 0 0 6 ,  2 0 1 0 ,  2 0 1 1 ,  2 0 1 2 ,  2 0 1 3 ] 。  

 

 

 

ひ と 月 1 0 0 ～ 2 0 0 ド ル （ １ ～ ２ 万 円 ） と い う 送 金 額 は 、 日 本 の 所 得 を

基 準 に す る と 驚 く ほ ど 少 額 で あ る 。 し か し 、 こ の 「 僅 か な 」 額 が 生 活 に

お い て ど れ だ け の 重 み を 持 つ か は 、国 や 経 済 階 層 に よ っ て 大 き く 異 な る 。

こ の 送 金 額 は 、 そ れ を 受 け 取 る 南 ア ジ ア 諸 国 の 人 々 の 生 活 に と っ て 、 ど

の 程 度 の 重 要 性 を も っ て い る だ ろ う か 。そ れ を 考 え る う え で 重 要 な の は 、

ま ず 、 ① 移 民 が 本 国 で 働 い た と き 、 あ る い は 仕 事 を 見 つ け ら れ ず に ( 半 )

失 業 状 態 に い る と き に 期 待 で き る 収 入 ( 移 民 労 働 の 機 会 費 用 ) と の 差 、 ②

本 国 の 家 族 が 生 活 す る た め に 必 要 な 生 活 費 の 額 、そ し て 、③ 送 金 の 使 途 、

で あ ろ う 。  

ま ず 、 第 １ の 、 移 民 ( 出 稼 ぎ ) 先 か ら 送 る こ と が で き る 送 金 額 と 、 外 国

に 行 か ず 国 内 の 仕 事 ( 自 宅 か ら 通 え る 範 囲 で の 仕 事 、あ る い は 国 内 で の 出

稼 ぎ ) に よ っ て 得 ら れ る 所 得 を 比 較 し て み よ う 。 表 1 0 は 、 イ ン ド ・ ケ ー

表９　ネパールの出稼ぎ先別平均送金額（月額）

出稼ぎ先
仕送り者数

(人）
割合（％）

平均送金額
（ルピー./年)

平均送金額
（ドル/年)

平均送金額
（ドル/月)

ネパール国内（都市） 1024 19.9 25,454 352 29

ネパール国内（農村） 1923 37.3 12,127 168 14

インド 919 17.8 29,499 408 34

カタール 322 6.3 115,794 1,602 133

マレーシア 223 4.3 93,474 1,293 108

サウジアラビア 221 4.3 108,561 1,502 125

イギリス 70 1.4 164,842 2,280 190

その他の国 446 8.7 224,609 3,107 259

その他 3 0.1 16,547 229 19

全体 5151 100.0 58,335 807 67

出所）　Govt. of Nepal Central Bureau of Statistics (2011), vol.　II. Table 15.3.から作成

注）１．ネパール・ルピーから米ドルへは、2010/１１年度の平均為替レートの１ドル＝72.3ルピーで換算した（Ecnomic Survey 2012/13 による）。

　　 2．この調査は、全国の7020世帯を対象としている。
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ラ ラ 州 に お い て 海 外 在 住 者 あ る い は 帰 国 者 が い る 世 帯 の 各 種 の 所 得 源 と

そ の 月 額 の 平 均 額 と 分 布 を 示 し た も の で あ る 。「 海 外 送 金 」を 除 く と 、も

っ と も 一 般 的 な 所 得 源 は 「 農 業 」 で あ り 、 そ れ に 「 日 雇 い 労 働 の 賃 金 」、

「 給 与 所 得 」、「 国 内 他 州 か ら の 送 金 」、「 自 営 業 」、「 工 業 ／ 商 売 」と 続 く 。

こ う し た 様 々 な 仕 事 ・ 収 入 源 の な か で 、 も っ と も 多 額 の 所 得 が 得 ら れ る

の は 海 外 送 金 で あ り 、 月 額 2 2 3 ド ル と な っ て い る 。 農 業 の 4 9 ド ル 、 日

雇 賃 金 の 1 0 2 ド ル 、 自 営 業 の 9 7 ド ル に 比 べ て ず っ と 多 い こ と が わ か る

で あ ろ う 。農 業 や 日 雇 い 労 働 を し て い た 人 が 海 外 に 出 稼 ぎ に 行 く こ と で 、

家 族 の 所 得 は 飛 躍 的 に 増 え る の で あ る 。  

 

 

 

一 方 、 給 料 所 得 者 の 給 料 ( 1 8 7 ド ル ) や 国 内 の 他 州 か ら の 送 金 額 ( 1 6 0 ド

ル ) ( 他 州 で 安 定 し た 職 に 就 い て い る 世 帯 員 か ら の 送 金 だ と 思 わ れ る ) は 、

海 外 か ら の 送 金 額 と 比 べ て そ れ ほ ど 低 く な い 。 し か し 、 表 1 0 が 示 し て

い る よ う に 、 こ う し た 職 業 に 就 い て い る 人 は 少 な い 。 安 定 的 で 高 い 所 得

の 仕 事 に 就 く に は 多 く の 場 合 高 い 教 育 が 要 求 さ れ 、 コ ネ や 多 額 の 賄 賂 が

必 要 な こ と も 多 い 。 こ う し た 所 業 に 就 け る 人 は ご く 少 な い の が 、 南 ア ジ

ア の 現 実 で あ る 。  

中 東 産 油 国 や マ レ ー シ ア へ の 海 外 出 稼 ぎ 者 の 中 心 を 占 め る の は 、 農 村

部 出 身 の 中 ・ 下 層 で 教 育 程 度 が そ れ ほ ど 高 く な い 比 較 的 若 い 男 性 で あ る

[ 須 田  2 0 1 0 ,  2 0 1 1 ] 。 ス リ ラ ン カ の 場 合 、 海 外 出 稼 ぎ に 女 性 が 多 い の が 特

徴 だ が 、 貧 困 層 出 身 者 が 多 い と い う 点 で は 、 他 の 南 ア ジ ア 諸 国 の 状 況 と

大 差 な い [ 須 田 2 0 1 3 、 嶋 田 2 0 1 0 、 鹿 毛 2 0 1 1 、 G a m b u r d  2 0 0 0 ] 。 ネ パ ー

ル で も 、出 稼 ぎ に 出 る ま で は 家 で 農 業 を し て い た と い う 若 者 が 多 い ( 注 2 0 ) 。 

表10　　国際移民がいる世帯の様々な所得源と所得額（月額） （インド・ケーララ州）

世帯数
（万世帯）

平均所得
(ルピー/月）

平均所得
(ドル/月）

500ルピー
以下

501～
1000

1001～
2000

2001～
5000

5001～
10000

10001ル
ピー～

合計 (%)

海外送金 101 10,187 223 0.1 0.3 1.1 13.4 40.9 44.2 100.0

農業 44 2,216 49 38.2 19.9 15.4 14.9 7.2 4.6 100.0

日雇賃金 32 4,651 102 3.9 4.3 12.8 45.4 29.4 4.1 100.0

給料 16 8,535 187 0.4 1.2 4.5 24.5 37.4 31.9 100.0

他州からの送金 15 7,275 160 0.8 3.1 7.0 30.8 35.5 22.7 100.0

自営業 11 4,433 97 5.5 13.2 18.2 31.0 24.7 7.4 100.0

工業/商売 10 6,007 132 1.7 6.8 12.8 33.2 29.8 15.8 100.0

出所)　Govt. of Kerala (2013)から作成。

注）　１．各所得源からの平均所得は、「500ルピー以下」を250ルピー、「501～1000」を750ルピー、「1001～2000」を1500ルピー、「2001～5000」を3500ルピー、

　　　　　「5001～10000」を7500ルピー、「10001ルピー～」を15000ルピー、として算出した。

　　　　2. インド・ルピーから米ドルへの換算は、2010/11年度の平均である１ドル＝45.6ルピーにより行った（Govt. of India, Economic Survey 2012-13 )。

　　　　3．本調査は、2010年12月から2011年3月にかけて実施された。

　　　　4．本調査の国際移民の中には、帰国者で現在ケーララ州に住んでいる人も含まれる。
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農 業 や 日 雇 労 働 な ど に 従 事 し て い る 若 者 、 あ る い は 教 育 を あ る 程 度 受

け た が 希 望 す る 職 が 見 つ か ら ず ( 半 ) 失 業 状 態 に あ る 貧 し い 若 者 に と っ て 、

中 東 な ど へ の 海 外 出 稼 ぎ は 大 き な チ ャ ン ス な の で あ る 。 そ れ を 、 パ キ ス

タ ン の 例 で 示 そ う 。 表 1 1 は 筆 者 が パ キ ス タ ン で 行 っ た 村 の 、 各 世 帯 の

主 な 収 入 源 と そ の 村 に お け る 経 済 階 層 の 関 係 を 見 た も の で あ る 。 村 の 中

に は 様 々 な 職 業 が あ る が 、 最 も 豊 か な 集 団 は 、 主 な 収 入 源 が E U 諸 国 か

ら の 送 金 で あ る と い う 世 帯 で あ り 、 そ れ に 続 い て 豊 か な の は 、 主 な 収 入

源 が 中 東 諸 国 か ら の 送 金 だ と い う 世 帯 で あ る 。高 い 収 入 が 期 待 で き る E U

へ の 出 稼 ぎ に は 多 額 の 資 金 が 必 要 で あ る 。 そ の た め 、 も と も と 平 均 以 上

の 経 済 階 層 の 出 身 者 が 多 い こ と が 、 農 地 所 有 面 積 の 規 模 が 大 き い こ と か

ら 推 測 で き る 。 一 方 、 期 待 で き る 収 入 は E U よ り 少 な い が 、 出 稼 ぎ 費 用

も 比 較 的 少 な い 中 東 へ の 出 稼 ぎ は 、平 均 以 下 の 経 済 階 層 の 出 身 者 に 多 い 。

こ う し た 平 均 以 下 の 経 済 階 層 の 出 身 者 の 所 得 は 、 中 東 へ 出 稼 ぎ に 出 る こ

と で 、 大 き な 農 地 を も つ 豊 か な 農 民 階 層 よ り 多 く な り 、 農 村 の 中 で は 高

い 経 済 的 地 位 を 得 て い る の で あ る 。  

 

 

 

次 に 、 月 額 1 0 0 ～ 2 0 0 ド ル の 送 金 が 本 国 の 家 族 に と っ て ど の 程 度 の 価

値 を 持 っ て い る か 検 討 し て み よ う 。 パ キ ス タ ン と バ ン グ ラ デ シ ュ で 筆 者

が 行 っ た 現 地 調 査 に よ る と 、 月 1 0 0 ド ル ( １ 万 円 ) 程 度 あ れ ば 、 一 般 的 な

表11　主な収入源別世帯の経済的地位（パキスタン）

経済的地位 世帯の主な収入源 世帯数
経済的地位
(平均ランク）

農地所有面積
（エーカー）

1 海外出稼ぎ（EU諸国） 22 2.0 1.7

2 海外出稼ぎ（中東） 37 2.5 1.0

3 農業（畜産を含む） 68 2.6 2.3

4 商店経営（調査村およびその付近） 3 2.7 1.6

5 給与所得者（国内出稼ぎ） 6 2.8 0.4

6 給与所得者（調査村およびその付近の勤め） 4 3.0 0.8

7 地域内での行商 4 3.0 0.0

8 建築業親方（Mason） 12 3.1 0.7

9  職人（調査村およびその付近） 13 3.2 0.5

10 職人（出稼ぎ） 5 3.2 0.0

11  ミルク商売 4 3.3 0.0

12 運輸業（調査村およびその付近） 5 3.4 0.4

13 運輸業（出稼ぎ） 2 4.0 0.0

14 海外出稼ぎ（マレーシア） 1 4.0 0.0

15 日雇労働 30 4.1 0.1

216 2.9 1.2

出所）　2009年に筆者がパンジャーブ州で行った農村調査による。須田(2011）をもとに農地所有規模のデータと、若干の記述変更を加えている。

注）　　 各世帯の経済的地位は、村在住の調査員によって5段階にランク付けされた（１がもっとも高く、5がもっとも低い）。

全体
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家 族 ( 5 人 程 度 の 家 族 ) な ら 十 分 生 活 で き る と い う [ 須 田  2 0 1 0 ,  2 0 1 1 ] 。 ま

た 、イ ン ド の ケ ー ラ ラ 州 で 政 府 が 行 っ た 調 査 ( G o v t .  o f  K e r a l a  2 0 1 3 ) で は 、

海 外 在 住 者 あ る い は 帰 国 者 が い る 世 帯 の 月 平 均 の 支 出 額 は 1 7 2 ド ル

( 7 8 4 3 ル ピ ー ) で あ り ( 注 2 1 ) 、 海 外 送 金 の 平 均 額 2 2 3 ド ル で 十 分 足 り て い

る 。 海 外 出 稼 ぎ 者 が い る 世 帯 の 生 活 水 準 は 平 均 的 な 世 帯 よ り も 一 般 的 に

高 い と 考 え ら れ る 。 家 族 の 誰 か 一 人 が 海 外 に 出 稼 ぎ に い け ば 、 残 っ た 家

族 は 、 そ の 地 域 の 基 準 か ら す る と 豊 か な 生 活 を 送 れ る の で あ る 。  

そ れ で は 、 送 金 は 何 の た め に 使 わ れ る の だ ろ う か 。 ま た 、 そ れ に よ っ

て ど の よ う な 生 活 向 上 の 効 果 が あ る の だ ろ う か 。 表 1 2 、 表 1 3 は 、 外 国

送 金 の 主 要 な 使 途 を 示 し た ネ パ ー ル お よ び イ ン ド ・ ケ ー ラ ラ 州 の 調 査 結

果 で あ る 。 い ず れ の 国 の 場 合 も 、 送 金 の 使 途 で も っ と も 優 先 度 が 高 い の

は 日 々 の 「 日 常 の 消 費 」 で あ る 。 食 料 や 光 熱 費 、 衣 類 な ど が こ れ に 含 ま

れ る で あ ろ う ( 注 2 2 ) 。 次 に 重 要 度 が 高 い の は 、 借 金 の 返 済 で あ る 。 後 で 見

る よ う に 、 ヨ ー ロ ッ パ や 中 東 産 油 国 、 マ レ ー シ ア な ど へ の 海 外 出 稼 ぎ の

た め に は 多 額 の 資 金 が 必 要 で あ り 、 多 く の 出 稼 ぎ 者 は そ の 調 達 の た め 借

金 を す る 。「 借 金 返 済 」 の 多 く は 、 こ う し た 借 金 の 返 済 だ と 考 え ら れ る 。

生 活 費 や 借 金 返 済 に 続 く 重 要 な 使 途 は 、 子 供 の 教 育 費 や 医 療 へ の 支 出 、

貯 蓄 、 住 居 の 建 設 、 土 地 な ど 資 産 の 購 入 な ど で あ る 。 バ ン グ ラ デ シ ュ で

行 っ た 筆 者 の 農 村 調 査 の 結 果 で も 、送 金 の 使 途 と し て 多 い の は 、生 活 費 、

借 金 の 返 済 、 土 地 購 入 、 農 業 投 資 な ど で あ っ た [ 須 田  2 0 1 0 ,  p . 2 3 ] 。  

 

 

表12　外国送金の主要な使い道（ネパール）

国内
(都市部）

インド カタール マレーシア
サウジアラビ

ア
イギリス

29 34 133 108 125 199

日常の消費 84.5 84.6 55.4 52.1 57.6 74.2

債務返済 1.4 4.5 25.8 30.0 31.0 10.2

土地・住宅購入 3.8 4.2 4.3 5.0 2.8 2.0

資産形成 2.1 2.0 6.2 4.3 4.3 3.6

貯蓄 0.5 0.4 0.5 0.9 0.6 3.2

教育 3.5 2.2 5.0 4.3 1.2 0.0

事業 0.4 0.3 0.3 1.2 0.5 2.0

その他 3.9 1.9 2.5 2.2 2.1 4.8

全体 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

出所）　Government of Nepal Central Bureau of Statistics (2011)から作成。　

注）１．出稼ぎ先の例として、件数の多いインド、カタール、マレーシア、サウジアラビア、イギリスを挙げた。

　　 2．主要な使い道の構成比は、もっとも重要性の高い使い道（Primary Uses)として挙げた世帯の割合であり、それぞれの使途に使われる金額の割合ではないことに注意。

　　 3．送金額の元データはネパール・ルピー表示の年平均額だが、本調査が行われた2010/11年度の為替レート(１ドル＝72.3ネパール・ルピー）でドルに換算し、さらに、

　　　　12で除して月額のドル表示にした。

出稼ぎ先

送
金
の
第
一
の
使
い
道

（
％

）

平均送金額（ドル／月）
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こ の よ う に 、 出 稼 ぎ に よ る 送 金 に よ っ て 本 国 の 家 族 の 生 活 水 準 は 大 き

く 向 上 し 、 子 供 の 教 育 、 高 度 な 医 療 、 住 宅 建 設 、 資 産 の 購 入 な ど へ の 支

出 も 増 え る 。 イ ン ド の ケ ー ラ ラ 州 や ス リ ラ ン カ で は 、 所 得 水 準 以 上 に 教

育 の 普 及 や 保 健 衛 生 の 改 善 が 見 ら れ 、 ケ ー ラ ラ ・ モ デ ル や ス リ ラ ン カ ・

モ デ ル と し て 知 ら れ て い る 。 こ の よ う な 型 の 発 展 が 生 じ た 背 景 と し て 、

社 会 主 義 的 な 政 策 や 文 化 ・ 歴 史 的 な 要 因 が 注 目 さ れ る こ と が 多 い 。 し か

し 、 ケ ー ラ ラ 州 と ス リ ラ ン カ の 共 通 点 と し て 、 比 較 的 貧 し い 階 層 を 中 心

に 早 く か ら 中 東 産 油 国 へ の 出 稼 ぎ が 始 ま り 、 そ の 送 金 の 多 く が 教 育 や 医

療 に 使 わ れ て き た こ と が 挙 げ ら れ る 。 そ れ を 無 視 し て ケ ー ラ ラ ・ モ デ ル

や ス リ ラ ン カ ・ モ デ ル を 語 る こ と は で き な い だ ろ う 。  

 

 

 

②  稼 ぎ 者 の 送 金 が 地 域 経 済 に 与 え る 影 響  

移 民 が 本 国 に 送 る 送 金 は 、 本 国 の 家 族 の 生 活 を 大 き く 改 善 す る だ け で

は な い 。 既 出 の 表 1 1 に あ る パ キ ス タ ン の 農 村 の 事 例 が 示 す よ う に 、 一

つ の 地 域 や 村 の 中 に は 様 々 な 職 業 を 持 つ 人 々 が 生 活 し て い る 。 た と え 海

外 出 稼 ぎ 者 が い る 世 帯 が 地 域 や 村 の 少 数 者 で あ っ て も 、 送 金 に よ っ て 増

大 す る 彼 ら の 支 出 は 、 商 店 な ど 流 通 業 者 、 農 村 工 業 、 建 設 業 関 係 者 、 運

輸 業 者 、 教 育 関 係 者 、 医 療 関 係 者 、 金 融 業 者 な ど 幅 広 い 職 業 の 人 々 に 雇

用 と 所 得 を 提 供 す る 。  

そ し て 、 前 節 で 論 じ た よ う に 、 そ の 総 所 得 の 増 大 額 は 、 乗 数 効 果 に よ

り 、 送 金 額 の 何 倍 に も な る の で あ る 。 送 金 が 持 つ こ う し た 波 及 効 果 の 結

表13　外国送金の主要な使い道（インド・ケーララ州）
(%)

重要度の高い支出項目
（１位）

重要度の高い支出項目
（２位）

重要度の高い支出項目
（３位）

重要度の高い支出項目
（４位）

日常の消費 65.5 25.1 7.4 2.2

借金返済 23.2 32.0 10.8 7.4

教育 1.3 13.1 19.7 18.2

保健・医療（health) 0.9 6.0 17.5 22.5

貯蓄 5.1 11.3 19.2 21.9

結婚費用 2.6 7.6 10.6 7.5

その他 1.5 4.9 14.8 20.2

全体 100.0 100.0 100.0 100.0

出所）　Government of Kerala (2013)　から作成。

注）　　主要な使い道の構成比は、重要性の高い使い道（Priority)として挙げた世帯の割合であり、　それぞれの目的に使われる金額の割合ではないことに注意。
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果 、地 域 全 体 の 経 済 が 活 性 化 し 、雇 用 の 拡 大 や 実 質 賃 金 の 上 昇 が う ま れ 、

出 稼 ぎ 者 が 家 族 に い な い 世 帯 の 経 済 状 態 も 改 善 し 、 地 域 全 体 で 貧 困 が 緩

和 し て い く の で あ る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3． 海 外 出 稼 ぎ に 対 す る M F I の 対 応 と そ の 結 果  

( 1 )  海 外 出 稼 ぎ に 対 す る M F I の 対 応  

以 上 、 海 外 出 稼 ぎ 者 か ら の 送 金 が マ ク ロ 経 済 の 安 定 と 経 済 成 長 、 そ し

て 貧 困 削 減 に 大 き く 貢 献 し て い る こ と を 示 し て き た 。 そ れ で は 、 貧 困 緩

和 を 主 要 な 目 的 と し て 活 動 し 南 ア ジ ア で 急 速 に 普 及 が 進 む マ イ ク ロ フ ァ

イ ナ ン ス 機 関 ( M F I ) は 、 海 外 出 稼 ぎ に ど の よ う に 対 応 し て い る の だ ろ う

か 。 ま た そ の 結 果 、 M F I は 貧 困 緩 和 に 効 率 的 で 十 分 な 貢 献 を し て い る と

い え る だ ろ う か 。  

結 論 か ら 先 に 言 う と 、今 の と こ ろ 南 ア ジ ア 諸 国 の 多 く の M F I は 、送 金

 

 

写 真 9 ス リ ラ ン カ の 元 海 外 出
稼 ぎ 労 働 者 ( 中 東 で 家 事 労 働 、
英 国 で ケ ア サ ー ビ ス に 従 事 ) と
彼 女 が 建 て た 自 宅 （ 筆 者 撮 影 ） 

写 真 1 1 ヨ ー ロ ッ パ で 商 店 を 経 営
す る パ キ ス タ ン 人 ( 左 か ら 2 人
目 ) と 彼 が 建 設 中 の 故 郷 の 家 。 他
の 人 は 建 設 労 働 者 （ 筆 者 撮 影 ）  

 

写 真 1 2 イ ン ド ・ ケ ー ラ ラ 州 の
信 用 農 協 経 営 の 家 電 売 り 場 。多
く の 組 合 員 に は 、中 東 で 働 く 家
族 が い る 。（ 筆 者 撮 影 ）  

 
写 真 1 0 中 東 へ の 出 稼 ぎ 者
の 家 族 ( ネ パ ー ル ) 。 子 供 た
ち は 学 校 の 制 服 を 着 て い
る 。（ 筆 者 撮 影 ）  
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業 務 に 積 極 的 に 取 り 組 む 一 方 で 、 海 外 出 稼 ぎ 目 的 の 融 資 に 対 し て は 無 関

心 な い し 否 定 的 な ス タ ン ス を と っ て い る 。 そ の 結 果 、 貧 困 層 の 多 く が 出

稼 ぎ 資 金 を 調 達 で き な い た め 出 稼 ぎ に い け な か っ た り 高 利 の イ ン フ ォ ー

マ ル 金 融 に 資 金 を 頼 り 重 い 金 利 支 払 い に 苦 し ん で い る 。 そ れ が 、 南 ア ジ

ア の 貧 困 解 消 の 一 つ の 障 害 に な っ て い る の で あ る 。  

以 下 、 そ の 理 由 を 示 し て い こ う 。 南 ア ジ ア か ら 中 東 産 油 国 や マ レ ー シ

ア に 出 稼 ぎ に い く に は 、男 性 の 場 合 、ビ ザ 取 得 、航 空 券 購 入 、健 康 診 断 、

パ ス ポ ー ト 取 得 な ど の た め に 1 2 0 0 ～ 3 0 0 0 ド ル ほ ど の 資 金 が 通 常 必 要 で

あ る 。 こ の 費 用 は 、 表 1 4 が 示 す よ う に 、 出 稼 ぎ 者 が 住 む 国 に よ っ て 大

き く 異 な る 。 筆 者 の 調 査 に よ る と 、 も っ と も 少 な い ネ パ ー ル が 1 2 0 0 ド

ル 、 イ ン ド が 1 8 0 0 ド ル 、 パ キ ス タ ン が 2 4 0 0 ド ル 、 も っ と も 多 い バ ン グ

ラ デ シ ュ が 3 0 0 0 ド ル 程 度 、 と な っ て い る ( 注 2 3 ) 。  

 

 

一 方 、 ス リ ラ ン カ の 海 外 出 稼 ぎ 者 に 多 い 女 性 の 家 事 労 働 者

( h o u s e m a i d ) の 場 合 、 需 要 が 供 給 を 上 回 っ て い る こ と か ら 、 ビ ザ 代 、 航

空 券 代 等 の 諸 費 用 は 雇 用 者 が 支 払 う こ と が 多 く 、 出 稼 ぎ に 必 要 な 費 用 は

非 常 に 少 な い 。規 則 上 は 政 府 登 録 料 や 健 康 診 断 料 の 1 万 4 0 0 0 ル ピ ー ( 1 1 0

ド ル ) を 払 う だ け で よ い が 、そ れ も 雇 用 者 や 斡 旋 会 社 が 負 担 し 、費 用 は 全

く か か ら な い と い う ケ ー ス も あ る 。 実 際 の 支 払 い 額 は 、 多 く て も 3 ～ 5

表14　　出稼ぎ費用の調達方法と金額

インド・ケーララ州
（構成比％、金額ベース）

パキスタン（40人中の回答
数：複数回答）

バングラデシュ
（構成比％、金額ベース）

ネパール
（構成比％、金額ベース）

3,658（ヨーロッパ含む）

2,366（中東のみ）

自己資金（親戚含む） 21.3 39 26.6 26

親戚・友人からの借金 39.6 36 21.9 18

金貸し 10.7 0 14.2 43

銀行、MFIからの借入 18.4 0 0.2 5

農地売却 6.7 0 20.8 N.A.

農地担保の借入 N.A. 0 16.4 N.A.

水牛売却 N.A. 27 N.A. N.A.

その他 3.3 N.A. 0 2

非該当 N.A. N.A. N.A. 6

全体 100.0 40 100.0 100

出所)　インドは Govt. of Kerala (2013)、パキスタンとバングラデシュは筆者調査（須田 2010, 2011)、ネパールは、Endo and Afram（2011） による。
注)　1．調査時期は、インドは2010-11年、パキスタンは2009年、バングラデシュが2007年、ネパールは2005年である。
　　　2.．各国通貨から米ドルへの換算は、調査年の為替レートによる。
　　　3. インドの平均出稼ぎ費用は、国際移民にかかる費用の合計値(Table 23)を、移民数合計（142.5万人）から移民費用がゼロだった 人の数（32.5万人）を引いた数で割って求めた。
　　　4．インド・ケーララ州の分類は、own source, relative, friends, private loan,などである。このうち、本表では、own sourceを「自己資金（親戚含む）」に、relativeとfriendsを「親戚・
　　　　　友人からの借金」に、private loanを「金貸し」として分類している。
　　　5. ネパールの調査年は2005年と古いが、2013年3月および2014年2月に行った筆者の現地調査でも、海外出稼ぎの費用は10万ルピー程度と言われていた。これは、2011/12
　　　　 年度、2012/13年度の為替レートで、それぞれ1234ドル、1148ドルであり、本表の額と同程度である。

出
稼
ぎ
費
用
の
調
達
先

1,767 2,762 1,216平均出稼ぎ費用　（ドル）
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万 ル ピ ー ( 2 3 5 ～ 3 9 2 ド ル ) 程 度 で あ る と い う [ 須 田  2 0 1 3 :  9 7 - 9 8 ] 。 こ う し

た 出 稼 ぎ 費 用 の 低 さ が 、 ス リ ラ ン カ で 多 く の 貧 し い 女 性 が 出 稼 ぎ に 出 る

大 き な 要 因 の 一 つ に な っ て い る 。  

費 用 が ほ と ん ど か か ら な い 女 性 の 家 事 労 働 の 出 稼 ぎ と 違 い 、 男 性 の 出

稼 ぎ に 必 要 な 1 0 0 0 ～ 3 0 0 0 ド ル と い う 高 額 の 費 用 は 、所 得 が 月 額 5 0 ド ル

程 度 あ る い は そ れ 以 下 の 小 規 模 農 家 や 日 雇 い 労 働 者 、 リ キ シ ャ ー 引 き な

ど の 貧 困 層 に と っ て 、 2 年 か ら 5 年 分 の 所 得 に 相 当 す る 非 常 に 大 き な 額

で あ る 。 自 己 資 金 だ け か ら 捻 出 す る こ と は 難 し い 。 そ こ で 多 く の 場 合 、

知 人 ・ 親 戚 ・ 高 利 貸 し や 金 融 機 関 か ら 借 金 を す る 必 要 が 出 て く る の で あ

る 。 そ れ が で き な け れ ば 、 出 稼 ぎ を 断 念 す る し か な い 。  

 貧 困 緩 和 を 目 的 と し て 金 融 活 動 を 行 っ て い る M F I は 、こ う し た 資 金 需

要 に ど の よ う に 対 応 し て い る だ ろ う か 。 い く つ か の 例 を 見 て 行 こ う 。 ス

リ ラ ン カ は 人 口 に 占 め る 出 稼 ぎ 者 の 割 合 が 多 い が 、 M F I の 連 合 体 で あ る

マ イ ク ロ フ ァ イ ナ ン ス 実 践 者 協 会 と 貯 蓄 信 用 組 合 ( S A N A S A ) で の 聞 き 取

り に よ る と ( 注 2 4 ) 、 ス リ ラ ン カ の M F I は 出 稼 ぎ 資 金 の 融 資 を し て い な い

と い う 。 や は り 海 外 出 稼 ぎ が 多 い パ キ ス タ ン ・ パ ン ジ ャ ー ブ 州 で の 筆 者

の 農 村 調 査 に よ る と 、 原 理 主 義 的 な イ ス ラ ム 教 の 教 え に よ り 、 利 子 を 取

っ て お 金 を 貸 し 借 り す る こ と に 対 す る 抵 抗 感 が 強 く 、 金 融 機 関 は も と よ

り 、 有 利 子 の イ ン フ ォ ー マ ル 金 融 か ら の 借 入 も な か っ た ( 表 1 4 ) 。 バ ン グ

ラ デ シ ュ の 代 表 的 な M F I で あ る グ ラ ミ ン 銀 行 と A S A も 、 筆 者 が コ ミ ラ

県 の 支 店 で 行 っ た ヒ ア リ ン グ に よ る と 、 海 外 出 稼 ぎ に 必 要 な 資 金 を 融 資

す る こ と は な い と い う ( 注 2 5 ) 。 ネ パ ー ル で の N G O や 信 用 農 協 、 M F I 協 会

な ど で の ヒ ア リ ン グ に よ る と 、 出 稼 ぎ 資 金 の 融 資 を す る M F I も あ る が 、

し て い な い M F I が 多 い 。表 1 4 に あ る E n d o  a n d  A f r a m ( 2 0 1 1 ) の 調 査 結 果

で も 、 銀 行 や M F I か ら の 借 り 入 れ は 、 出 稼 ぎ 費 用 の 5 ％ し か 占 め て い な

い 。 そ の た め 、 資 金 調 達 は 自 己 資 金 や 親 戚 ・ 友 人 か ら の 借 り 入 れ と と も

に 、「 金 貸 し 」 が 中 心 で あ る 。 中 東 へ の 出 稼 ぎ が 多 い イ ン ド ・ ケ ー ラ ラ 州

だ け が 、 銀 行 や M F I か ら の 借 り 入 れ の 割 合 が 1 8 ％ と 比 較 的 大 き く 、 し

か も そ の 割 合 は 金 貸 し か ら の 調 達 を 上 回 っ て い る 。 そ れ で も 、 資 金 調 達

の 大 半 は 親 戚 な ど か ら の 借 入 か 、 自 己 資 金 で あ る ( 表 1 4 ) ( 注 2 6 ) 。  

貧 困 緩 和 を 目 的 と し て 金 融 事 業 を 営 ん で い る M F I が 海 外 出 稼 ぎ 融 資

に 消 極 的 な 理 由 は さ ま ざ ま で あ る 。 バ ン グ ラ デ シ ュ の グ ラ ミ ン 銀 行 や

A S A は 、 理 念 と し て 、 出 稼 ぎ 融 資 を す べ き で な い と 考 え て い る よ う で あ

る 。 つ ま り 、 M F I の 主 な 役 割 は 、 貧 困 層 、 特 に 貧 し い 女 性 に 融 資 を す る

こ と で 小 事 業 ( 農 業 を 含 む ) を 可 能 と し 、 そ れ に よ っ て 所 得 を 増 や し て 貧
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困 か ら 脱 出 で き る よ う に す る こ と で あ る [ G r a m e e n  B a n k  n . d . ] 。 そ れ は

同 時 に 女 性 の 能 力 や 地 位 を 向 上 さ せ る こ と に も つ な が る 。 男 性 の 海 外 出

稼 ぎ に 支 援 す る 融 資 は そ の 基 本 的 理 念 に 反 し て い る と い う の で あ る 。 ま

た 、 海 外 出 稼 ぎ の 増 加 は 農 村 部 か ら 地 域 社 会 や 経 済 の 担 い 手 で あ る 青 壮

年 層 が 減 少 す る こ と を 意 味 し て い る が 、そ れ は M F I の 理 念 と し て 望 ま し

く な い と 考 え る M F I も あ る ( 注 2 7 ) 。  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 一 方 、 ス リ ラ ン カ の 貯 蓄 信 用 組 合 ( S A N A S A ) は 、 出 稼 ぎ 、 中 で も ス リ

ラ ン カ に 多 い 中 東 へ の 家 事 労 働 者 と し て の 女 性 の 出 稼 ぎ を 、 家 庭 生 活 や

社 会 の モ ラ ル を 破 壊 す る 悪 だ と 認 識 し て い る 。 ま た 女 性 が 出 稼 ぎ 先 で 過

重 労 働 だ け で な く 暴 力 や 性 的 虐 待 な ど の ト ラ ブ ル に あ う こ と も あ り

[ G a m b u r d  2 0 0 0 ,  嶋 田  2 0 1 0 ] 、 そ う し た 問 題 を 助 長 す る よ う な 海 外 出 稼

ぎ 融 資 は し な い 、 と い う の で あ る ( 注 2 8 ) 。  

 ま た 、 M F を 純 粋 に 経 済 的 事 業 と し て と ら え る 視 点 か ら 、 出 稼 ぎ 融 資

を リ ス ク の 高 い 融 資 と し て 避 け る M F I も あ る 。つ ま り 、海 外 出 稼 ぎ に は

通 常 の M F の 融 資 よ り も 多 額 の 融 資 が 必 要 で あ る が 、 出 稼 ぎ 希 望 者 の 多

く は 十 分 な 担 保 を 持 っ て い な い 。 ま た 、 出 稼 ぎ に 行 っ た が 、 悪 質 な 雇 用

主 や 斡 旋 業 者 に 騙 さ れ た り し て 、 期 待 し た 収 入 が 得 ら れ な い と い う こ と

も し ば し ば あ る 。 湾 岸 戦 争 や リ ー マ ン シ ョ ッ ク の 時 に 起 き た よ う に 、 出

稼 ぎ 先 の 政 情 不 安 や 経 済 情 勢 の 悪 化 に よ り 出 稼 ぎ 者 が 途 中 で 帰 国 し 融 資

の 返 済 が で き な い と い う こ と も あ る 。 そ う し た リ ス ク を 考 え る と 、 出 稼

ぎ 融 資 は し た く て も で き な い と い う の で あ る ( 注 2 9 ) 。  

 

( 2 )  海 外 出 稼 ぎ に 対 す る M F I の 対 応 の 結 果  

以 上 の よ う に 、 理 由 は さ ま ざ ま で あ る が 、 南 ア ジ ア 諸 国 で は 海 外 出 稼

  

写 真 1 2   ス リ ラ ン カ の
S A N A S A ( 貯 蓄 信 用 組
合 ) 。 海 外 送 金 業 務 の 看
板 ( W e s t e r n  U n i o n ) を 掲
げ て い る が 、 海 外 出 稼 ぎ
の 融 資 は し な い 、 と い
う 。（ 筆 者 撮 影 ）  

 

写 真 1 4  ネ パ ー ル の  
貯 蓄 信 用 組 合 。 海 外 送
金 業 務 の 看 板 を 大 き
く 掲 げ て い る 。 出 稼 ぎ
資 金 融 資 を し た い が 、
リ ス ク が 高 く 、 で き て
い な い 。（ 筆 者 撮 影 ）  

 
写 真 1 3   バ ン グ ラ デ シ
ュ の 代 表 的 M F I ,  A S A の
支 店 。 海 外 送 金 の 看 板 は
あ る が 、 海 外 出 稼 ぎ 目 的
の 融 資 は し な い 。（ 筆 者 撮
影 ）  
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ぎ を 目 的 と し た 融 資 を し な い M F I が 多 い 。そ の た め 、出 稼 ぎ 希 望 者 の 多

く は 1 0 0 0 ～ 3 0 0 0 ド ル あ る い は そ れ 以 上 の 出 稼 ぎ 費 用 を 、 自 己 資 金 や 農

地 等 の 資 産 の 売 却 に よ る だ け で な く 、 親 戚 や 知 人 、 金 貸 し な ど の イ ン フ

ォ ー マ ル な 金 融 市 場 か ら の 借 り 入 れ に よ り 調 達 し て い る ( 既 出 の 表 1 4 ) 。

そ の 結 果 、 自 己 資 金 や 資 産 を も つ 比 較 的 豊 か な 者 か 、 親 戚 や 友 人 な ど か

ら 好 条 件 ( 十 分 な 額 、 低 金 利 、 柔 軟 な 返 済 方 法 な ど ) で 資 金 を 得 ら れ た 幸

運 な 者 だ け が 海 外 出 稼 ぎ に 行 く こ と が で き る 。 無 理 し て 金 貸 し か ら 高 利

（ 多 く は 月 利 3 ～ 5 ％ 程 度 ） で 借 り 、 返 済 に 苦 し む 人 も 多 い 。 そ れ さ え で

き な い 人 は 、 行 き た く て も 行 け な い こ と に な る 。 表 1 5 は バ ン グ ラ デ シ

ュ の 農 地 所 有 規 模 別 の 職 業 構 造 を 示 し た も の で あ る 。 海 外 出 稼 ぎ 者 が 中

規 模 以 上 の 農 地 所 有 階 層 に 多 い 一 方 で 、 農 地 を 持 た な い 貧 困 層 で は 出 稼

ぎ 者 の 割 合 が 非 常 に 低 い こ と が わ か る だ ろ う 。 た だ 、 地 域 差 も 大 き い 。

都 市 近 郊 の H 村 で は 相 対 的 に 早 く か ら 海 外 出 稼 ぎ が 始 ま っ た こ と も あ り 、

2 0 0 6 年 の 調 査 時 点 で は 、全 く 農 地 を 持 た な い 貧 困 層 ま で 海 外 出 稼 ぎ を 始

め て い た 。 一 方 、 最 近 出 稼 ぎ が 始 ま っ た 純 農 村 の P 村 で は 、 海 外 出 稼 ぎ

に 出 る こ と が で き る 人 は 、資 金 と 情 報 が 豊 か な 上 層 階 層 に 集 中 し て い た 。 

 

 

 

土 地 所 有 規 模 に お い て 下 層 に 属 す る 世 帯 の 主 な 職 業 は 、小 農 ( 借 地 農 を

含 む ) 、 農 業 労 働 者 、 リ キ シ ャ ー 引 き 、 建 設 労 働 者 、 零 細 自 営 業 な ど で あ

る が 、 こ う し た 職 業 の 収 入 は 非 常 に 低 く 不 安 定 で 、 貧 困 層 の 中 核 を な し

て い る 。 も ち ろ ん こ う し た 職 業 の 従 事 者 も 既 に 見 た よ う に 出 稼 ぎ 者 の 送

表15　　農地所有面積と主な職業の関係（バングラデシュ）
(人）

1位 2位 3位 4位 1位 2位 3位 4位

0 56
建設労働

(13)
通勤勤務

(10)
海外出稼ぎ

(6)

自営農業+日雇
農業労働

(4)
128

自営農業+日雇
農業労働

(35)

国内出稼ぎ
(25)

リキシャー引き
(23)

家事手伝い
(12)

0.01～0.50 71
海外出稼ぎ

(11)
建設労働

(9)

自営農業+日雇
農業労働

(9)

商売(自営）
(8)

58
自営農業+日雇

農業労働
(19)

国内出稼ぎ
(12)

自営農業
(9)

商売(自営）
(6)

0.51～1.00 38
自営農業

(11)
商売(自営）

(6)
通勤勤務

(5)
海外出稼ぎ

(4)
59

自営農業）
(15)

海外出稼ぎ
(14)

国内出稼ぎ
(11)

自営農業+日雇農業
労働
(7)

1.01～2.00 47
自営農業

(18)
海外出稼ぎ

(13)
商売(自営）

(8)

公務員
(国内出稼ぎ）

(2)
41

自営農業
(16)

海外出稼ぎ
(9)

商売(自営）
(3)

自営農業+日雇農業
労働、公務員(国内出
稼ぎ）、国内出稼ぎ、

年金　　(各2)

2.01～ 30
海外出稼ぎ

(11)
商売(自営）

(7)
国内出稼ぎ

(4)
自営農業

(3)
27

自営農業
(9)

海外出稼ぎ
(8)

国内出稼ぎ
(3)

商売(自営)、年金
(各2）

出所）　須田(2010）による。本調査は2006年に行われた。

注）　　1. 農地を全く所有しない世帯で「自営農業」が可能なのは、農地を借入れて農業を営んでいるからである。

          2.自宅での家事労働や自宅の敷地内での農作業（収穫後の農作業や家畜の世話など）だけしている女性は、本表では就業者としてカウントされていない。

農地所有面積
(エーカー）

コミラ県H村（都市近郊） コミラ県P村（純農村）

就業者数
就業者の主な職業

就業者数
就業者の主な職業
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金 が 生 む 需 要 増 大 か ら 、 雇 用 の 増 大 や 賃 金 の 上 昇 な ど を 通 じ て 間 接 的 な

恩 恵 を 受 け て い る 。 し か し 、 そ の 程 度 は 出 稼 ぎ に 行 っ た 世 帯 ほ ど で は な

い 、 と 一 般 的 に は い え る だ ろ う 。 実 際 、 パ キ ス タ ン の 農 村 で 筆 者 が 行 っ

た 調 査 に よ る と 、 農 地 を 持 た な い 貧 困 世 帯 で は 海 外 出 稼 ぎ 者 が い る 割 合

が も っ と も 低 く 、「 過 去 1 0 年 間 で 生 活 が 向 上 し た 」 と 回 答 し た 割 合 も 最

低 で あ っ た 。そ の 一 方 で 、「 今 後 生 活 を 向 上 す る 方 法 は 何 か ？ 」と い う 問

い に 対 し て 、「 海 外 出 稼 ぎ 」と い う 回 答 の 割 合 が 全 階 層 中 で も っ と も 高 か

っ た ( 表 1 6 ) 。 農 地 を 持 た ず 農 業 に よ る 発 展 可 能 性 が な い 経 済 的 下 層 の 多

く が 、 貧 困 か ら 脱 出 す る 主 要 な 方 法 の ひ と つ と し て 海 外 出 稼 ぎ を 位 置 付

け て い る の で あ る 。  

 

 

 

( 3 )  海 外 出 稼 ぎ に 対 す る M F I の 新 し い 動 き  

海 外 出 稼 ぎ に 対 す る 貧 困 層 の 強 い 希 望 も あ り 、 ま た 貧 困 緩 和 や 国 の 経

済 発 展 に お け る 海 外 出 稼 ぎ の 貢 献 に 気 付 い て 、 海 外 出 稼 ぎ 資 金 の 融 資 を

始 め た 、あ る い は 現 在 検 討 中 だ と い う M F I も 出 て き て い る 。バ ン グ ラ デ

シ ュ で は 、グ ラ ミ ン 銀 行 と A S A が 消 極 的 な 一 方 で 、も う 一 つ の 大 手 M F I

で あ る B R A C は 、 2 0 0 6 年 か ら 海 外 出 稼 ぎ 者 を 積 極 的 に 支 援 す る プ ロ ジ

ェ ク ト ( M i g r a t i o n  P r o g r a m m e ) を 始 め た [ B R A C  n . d . ] 。出 稼 ぎ 前 の 情 報 提

供 や 職 業 訓 練 、 出 稼 ぎ 中 の バ ン グ ラ デ シ ュ 人 の 安 全 と 権 利 の 保 障 、 帰 国

後 の 社 会 復 帰 支 援 な ど 、 総 合 的 な 出 稼 ぎ 支 援 プ ロ ジ ェ ク ト で あ る 。 さ ら

に 、近 年 実 験 的 に 出 稼 ぎ 資 金 の 融 資 も 始 め た ( 注 3 0 ) 。バ ン グ ラ デ シ ュ で は 、

政 府 も 海 外 出 稼 ぎ 者 向 け の 専 門 銀 行 P r o b a s h i  K a l l y a n  B a n k ( 海 外 在 住

表16　経済階層(農地所有面積）と海外出稼ぎ希望の関係（パキスタン）

海外出稼ぎ
農業経営の

拡大

事業(ビジネス）
の開始、また

は拡大
土地の購入 その他 全体

0 79 62 30 1 48 4 16 100

0.01～1.00 44 86 20 34 16 20 9 100

1.01～2.00 67 93 22 39 18 12 9 100

2.01～3.00 12 92 25 50 17 0 8 100

3.01～ 14 100 14 57 14 0 14 100

全体 216 81 25 26 28 9 12 100

出所)　須田(2011）を若干変更。2009年に筆者がパンジャーブ州で行った農村調査の結果による。

注)  　１．「過去10年間で生活が向上した」か否かは、回答者の自己申告による。

　    　2．「農業経営の拡大」には、「畜産の拡大」が含まれる。

　　　　3．「土地の購入」には、「農地の購入」と「宅地の購入」が含まれる。

農地所有面積
（エーカー）

世帯数
(世帯）

過去10年間
で生活が向

上した世帯の
割合（％）

今後生活を一層向上する方法は何か？(%)
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者 福 祉 銀 行 ) を 2 0 1 0 年 に 設 立 し 、2 0 1 1 年 か ら 海 外 出 稼 ぎ 希 望 者 に 低 利 融

資 を 始 め た ( 注 3 1 ) 。 イ ン ド の ケ ー ラ ラ 州 で も 、 ケ ー ラ ラ 州 開 発 公 社 が 、 社

会 的 に 抑 圧 さ れ て い る 指 定 カ ー ス ト や 指 定 部 族 を 対 象 に 海 外 雇 用 融 資 を

低 利 で 行 っ て い る ほ か ( 注 3 2 ) 、す で に 述 べ た よ う に 、現 在 で は 多 く の 銀 行

や M F I が 出 稼 ぎ 資 金 の 融 資 を し て い る よ う で あ る ( 注 3 3 ) 。  

ケ ー ラ ラ 州 ほ ど で は な い が 、 南 ア ジ ア の 中 で 貯 蓄 信 用 組 合 、 N G O 、 開

発 銀 行 な ど の M F I が 比 較 的 積 極 的 に 出 稼 ぎ 融 資 を 行 っ て い る 国 が 、ネ パ

ー ル で あ る 。 ネ パ ー ル の M F I に 貸 出 原 資 を 提 供 し て い る R M D C ( R u r a l  

M i c r o f i n a n c e  D e v e l o p m e n t  C e n t r e :  農 村 マ イ ク ロ フ ァ イ ナ ン ス 発 展 セ

ン タ ー ) と S K B B L ( S a n a  K i s a n  B i k a s  B a n k :  小 農 発 展 銀 行 ) 、お よ び M F I

の 協 議 会 で あ る C M F （ C e n t r e  f o r  M i c r o - f i n a n c e  N e p p a l : ネ パ ー ル マ イ

ク ロ フ ァ イ ナ ン ス セ ン タ ー ） で の ヒ ア リ ン グ に よ る と 、 国 内 に 雇 用 の 場

が な い こ と 、 貧 困 緩 和 効 果 が あ る こ と 、 国 の 経 済 に よ い 影 響 を 与 え て い

る こ と 、 な ど の 理 由 か ら 、 い ず れ も 海 外 出 稼 ぎ を 肯 定 的 に 捉 え て い た 。

す で に 、海 外 出 稼 ぎ の た め に 融 資 を 行 っ て い る M F I も 少 な く な い ( 注 3 4 ) 。  

出 稼 ぎ の 過 半 を 女 性 が 占 め る ス リ ラ ン カ で は 、 既 に 見 た よ う に 女 性 、

特 に 家 事 労 働 の 海 外 出 稼 ぎ に 対 し て 否 定 的 な 見 方 が 強 い が 、 外 貨 獲 得 や

貧 困 削 減 に お け る 海 外 出 稼 ぎ の 重 要 性 は 政 府 も 強 く 認 識 し て い る ( 注 3 5 ) 。

そ こ で 、 問 題 が 多 い と さ れ る 女 性 家 事 労 働 者 の 出 稼 ぎ を 抑 制 す る 代 わ り

に 、 男 性 の 出 稼 ぎ 、 し か も 賃 金 ( ≒ 送 金 ) の 高 い 熟 練 労 働 者 の 出 稼 ぎ を 増

や す 方 向 に 政 策 を 転 換 し て い る 。 既 に 見 た よ う に 男 性 が 海 外 雇 用 を 得 る

た め に は 多 額 の 費 用 が 必 要 な た め 、 一 般 銀 行 が 低 利 で 融 資 で き る よ う 政

府 が 支 援 を 始 め て い る ( 注 3 6 ) 。  

こ の よ う に 、 貧 困 層 の 海 外 出 稼 ぎ 資 金 へ の ニ ー ズ に 加 え て 、 出 稼 ぎ の

貧 困 緩 和 効 果 に 対 す る M F I の 評 価 の 上 昇 も あ り 、出 稼 ぎ 資 金 融 資 に 対 す

る M F I の 対 応 は 変 わ り つ つ あ る 。  

 

４ ． 結 論 と 提 言  

 現 在 の 南 ア ジ ア は 1 人 1 日 1 . 2 5 P P P ド ル ( 2 0 0 5 年 価 格 ) 未 満 で 生 活 す

る 貧 困 人 口 が 全 体 の 3 割 を 占 め 、 貧 困 人 口 数 で は サ ハ ラ 以 南 の ア フ リ カ

を 上 回 る 世 界 最 大 の 貧 困 地 域 で あ る ( 2 0 1 0 年 ) 。 そ の 一 方 で 、 グ ロ ー バ ル

化 の 進 展 と と も に 、 国 際 移 民 、 特 に 中 東 産 油 国 や マ レ ー シ ア な ど へ の 海

外 出 稼 ぎ が 近 年 急 増 し て い る 。彼 ら / 彼 女 た ち の 送 金 は 、本 国 に 残 さ れ た

家 族 の 生 活 向 上 に 役 立 っ て い る だ け で な く 、 地 域 経 済 や 国 家 レ ベ ル の マ

ク ロ 経 済 の 改 善 に 大 き く 貢 献 し て い る 。 人 口 に 対 す る 出 稼 ぎ 者 の 比 率 が
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高 い ネ パ ー ル や ス リ ラ ン カ 、 バ ン グ ラ デ シ ュ 、 パ キ ス タ ン で そ の 影 響 は

特 に 大 き い 。 イ ン ド で も 、 ケ ー ラ ラ 州 の よ う に 海 外 出 稼 ぎ が 多 い 地 域 で

は 、 貧 困 緩 和 や 経 済 発 展 に 大 き な 貢 献 を し て い る 。 ス リ ラ ン カ ・ モ デ ル

や ケ ー ラ ラ ・ モ デ ル と し て 注 目 さ れ る ス リ ラ ン カ や イ ン ド ・ ケ ー ラ ラ 州

の 社 会 開 発 が 進 ん だ 背 景 に は 、 多 く の 貧 困 層 が 早 く か ら 海 外 出 稼 ぎ に 出

て 、 そ の 送 金 を 子 供 の 教 育 や 保 健 ・ 医 療 費 に 使 っ て き た こ と が あ る 。 南

ア ジ ア の 中 で も 貧 困 が 深 刻 な ネ パ ー ル や バ ン グ ラ デ シ ュ 、 ま た イ ン ド で

も ウ ッ タ ル プ ラ デ ー シ ュ 州 や ビ ハ ー ル 州 と い っ た 貧 困 州 で 近 年 海 外 出 稼

ぎ が 急 増 し て お り 、 ス リ ラ ン カ や ケ ー ラ ラ 州 と 同 様 の 経 済 ・ 社 会 変 化 が

起 き て い る と 考 え ら れ る 。  

 南 ア ジ ア 諸 国 の 海 外 出 稼 ぎ は 、 主 に 外 貨 獲 得 と い う マ ク ロ 経 済 に 対 す

る 貢 献 へ の 期 待 か ら 、各 国 の 政 府 に よ っ て 促 進 さ れ て き た 。そ の 一 方 で 、

貧 困 緩 和 を 目 的 に 活 動 し て い る M F I か ら は 、否 定 的 に 見 ら れ る こ と が 多

か っ た 。そ の 理 由 は い く つ か あ る 。一 つ は 、貧 困 者 ( 特 に 貧 困 女 性 ) が M F I

か ら 少 額 融 資 を う け 小 事 業 ( 小 商 売 、 家 内 工 業 、 家 畜 飼 育 な ど ) を 営 む こ

と で 家 に い な が ら 貧 困 緩 和 と 女 性 の 地 位 向 上 が 達 成 で き る と 考 え る 伝 統

的 な M F の モ デ ル に 、海 外 出 稼 ぎ が 馴 染 ま な か っ た こ と で あ ろ う 。ま た 、

男 性 の 海 外 出 稼 ぎ に は 、 1 0 0 0 ～ 3 0 0 0 ド ル と い う 、 南 ア ジ ア の 貧 困 層 に

と っ て は 多 額 の 資 金 が 必 要 で 、 し か も あ る 程 度 の リ ス ク が 伴 う 。 無 担 保

融 資 を 基 本 と す る 従 来 の M F で は 対 応 が 難 し い と い う こ と も あ ろ う 。 こ

れ が 、 M F I が 出 稼 ぎ 資 金 の 融 資 に 消 極 的 に な る 第 二 の 理 由 で あ る 。  

 と は い う も の の 、 海 外 出 稼 ぎ 者 の 増 加 と 貧 困 層 の ニ ー ズ の 高 ま り 、 高

い 貧 困 緩 和 効 果 な ど か ら 、海 外 出 稼 ぎ に 対 す る M F I の 認 識 も 変 わ り つ つ

あ る 。海 外 送 金 の 受 け 取 り 業 務 に 多 く の M F I が す で に 参 入 し て い る ほ か 、

出 稼 ぎ 者 が 特 に 多 い イ ン ド ・ ケ ー ラ ラ 州 や ネ パ ー ル で は 、 少 な か ら ず の

貯 蓄 信 用 組 合 や 銀 行 、 N G O な ど の M F I が 出 稼 ぎ 資 金 の 融 資 を 行 っ て い

る と 考 え ら れ る 。 バ ン グ ラ デ シ ュ で も 出 稼 ぎ 資 金 融 資 の た め に 政 府 銀 行

が 設 立 さ れ 、 大 手 N G O の B R A C が 試 験 的 に 出 稼 ぎ 資 金 融 資 を 始 め た 。

女 性 の 海 外 出 稼 ぎ に 負 の イ メ ー ジ が つ き ま と う ス リ ラ ン カ で も 、 男 性 を

中 心 に し た 海 外 出 稼 ぎ 希 望 者 に 銀 行 が 低 利 融 資 を 行 え る よ う 、 政 府 が 支

援 を 始 め て い る 。  

 既 に 南 ア ジ ア 各 国 で は 海 外 出 稼 ぎ が 広 く 行 わ れ て お り 、 そ の 貧 困 緩 和

効 果 は 大 き い 。 中 東 産 油 国 や マ レ ー シ ア な ど へ の 出 稼 ぎ 者 の 仕 事 の 多 く

は 、 非 熟 練 や 半 熟 練 労 働 で 、 高 い 教 育 や 専 門 的 な 知 識 ・ 技 術 は 必 要 で な

い 。高 い 教 育 を 受 け ら れ な か っ た 貧 し い 若 者 に も 十 分 可 能 な 仕 事 が 多 い 。
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そ う し た こ と か ら 、 貧 困 層 の 中 に は 、 チ ャ ン ス さ え あ れ ば 海 外 出 稼 ぎ に

行 き た い と い う 人 が 多 い 。 グ ロ ー バ ル 化 が 進 む 中 で 、 今 後 は 国 際 的 な 労

働 力 の 移 動 は ま す ま す 盛 ん に 、 そ し て 容 易 に な っ て い く だ ろ う 。 こ れ ま

で 外 国 人 労 働 者 に 閉 鎖 的 で あ っ た 日 本 で さ え 、人 手 不 足 が 深 刻 な 建 設 業 、

介 護 、 農 業 な ど の 分 野 を 中 心 に 外 国 人 労 働 者 の 受 け 入 れ を 拡 大 す る 方 向

に 向 か っ て い る ( 注 3 7 ) 。 こ う し た チ ャ ン ス が 増 え て い る に も か か わ ら ず 、

南 ア ジ ア で は 、 出 稼 ぎ 費 用 が 調 達 で き な い た め 出 稼 ぎ に 行 け な い 貧 困 層

が 多 い 。 そ れ が 貧 困 緩 和 の 速 度 を 遅 ら せ て い る 。 し た が っ て 、 M F I は 、

貧 困 層 に 対 す る 海 外 出 稼 ぎ 資 金 の 融 資 や そ の 他 の 出 稼 ぎ 支 援 に 積 極 的 に

取 り 組 む べ き だ 、 と い う の が 本 稿 の 結 論 で あ る 。  

 南 ア ジ ア の 社 会 、 特 に 農 村 社 会 の 中 に は 、 血 縁 や 婚 姻 、 カ ー ス ト な ど

を 通 じ た 強 い 横 の ネ ッ ト ワ ー ク が あ る 。 貧 困 層 （ 土 地 な し 階 層 や 、 低 カ

ー ス ト の 集 団 な ど ） の 中 に 一 定 程 度 海 外 出 稼 ぎ 者 が 蓄 積 さ れ る と 、 人 的

な ネ ッ ト ワ ー ク を 通 じ て 情 報 や 資 金 が 貧 困 層 内 に 広 が り ( 注 3 8 ) 、出 稼 ぎ が

飛 躍 的 に 容 易 に な る 。 そ れ に よ っ て 、 ス リ ラ ン カ や イ ン ド ・ ケ ー ラ ラ 州

の よ う に 、 貧 困 層 の 経 済 的 水 準 だ け で な く 教 育 や 保 健 ・ 医 療 の 水 準 が 上

昇 し 、 よ り 平 等 で 豊 か な 社 会 の 実 現 に 近 づ く で あ ろ う 。  

リ ス ク が 伴 う 海 外 出 稼 ぎ に 必 要 な 多 額 の 融 資 を M F I が 行 え る か 、と い

う 技 術 的 な 問 題 に 対 し て は 、 少 し で も 土 地 を 持 つ 人 に は 担 保 を 求 め た り

( 注 3 9 ) 、 連 帯 責 任 を 負 う 自 助 グ ル ー プ を 介 し た 無 担 保 融 資 ( 注 4 0 ) 、 送 金 業

務 と の 連 携 ( 注 4 1 ) 、 保 険 の 活 用 ( 注 4 2 ) な ど 、 融 資 技 術 の 革 新 で 解 決 で き る

分 野 が 多 い と 思 わ れ る 。 ま た 、 M F I が 何 ら か の 形 で 海 外 斡 旋 事 業 に 介 入

す れ ば 、 バ ン グ ラ デ シ ュ で 一 般 的 に な っ て い る き わ め て 高 額 の 出 稼 ぎ 費

用 や 、 悪 質 な 斡 旋 業 者 に だ ま さ れ る リ ス ク が 低 下 し 、 貧 困 層 で も 低 額 で

安 心 し て 出 稼 ぎ に い け よ う に な る だ ろ う 。 バ ン グ ラ デ シ ュ の 大 手 M F I

で あ る B R A C が 始 め た 海 外 出 稼 ぎ 支 援 プ ロ グ ラ ム は 、 そ う し た 取 り 組 み

の 先 駆 的 な 事 例 と し て 注 目 さ れ る 。  

 し か し 、 海 外 出 稼 ぎ に は 、 問 題 も あ る 。 海 外 出 稼 ぎ は 、 外 貨 獲 得 や 貧

困 緩 和 に 速 や か な 効 果 が 期 待 で き る 方 法 で あ る が 、 そ れ が 貧 困 層 の 福 祉

を 向 上 す る 最 善 の 方 法 で な い こ と も ま た 事 実 で あ る 。 家 族 が 2 ～ 3 年 間

と い う 長 い 間 離 れ て 生 活 す る こ と 、 特 に 小 さ な 子 供 を も つ 母 親 が 家 族 を

残 し て 海 外 に 長 期 間 出 稼 ぎ に 出 る こ と は 、 家 族 や 社 会 へ の 影 響 と い う 観

点 か ら 望 ま し い こ と で は な い 。 実 際 、 心 か ら 望 ん で 海 外 出 稼 ぎ に 行 く ひ

と は 少 な い ( 注 4 3 ) 。  

よ く 指 摘 さ れ る 頭 脳 流 出 や 、 地 域 社 会 ・ 経 済 の 担 い 手 で あ る 青 壮 年 層
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が 出 稼 ぎ で い な く な る こ と も 、 地 域 社 会 ・ 経 済 の 発 展 と い う 観 点 か ら は

マ イ ナ ス の 側 面 が 大 き い 。 海 外 出 稼 ぎ 者 の 送 金 に 安 易 に 頼 る と 、 国 内 産

業 の 発 達 が 阻 害 さ れ 、「 働 く の は 海 外 。消 費 は 自 国 で 、し か も 多 く は 輸 入

品 」、と い う 送 金 依 存 型 の 経 済 構 造 が 固 定 化 す る か も し れ な い 。そ う だ と

し た ら 、 長 い 目 で 見 た と き 、 海 外 出 稼 ぎ 者 の 増 大 に は 、 マ イ ナ ス の 効 果

の ほ う が 大 き い と い え る だ ろ う 。  

海 外 出 稼 ぎ の 送 金 を 活 か し た 最 良 の 発 展 方 法 は 、 そ れ に よ っ て 得 ら れ

た 資 金 を 有 効 に 活 用 し て 生 活 圏 内 に 産 業 と 雇 用 を 生 み 、 家 族 が 一 緒 に 暮

ら せ る 豊 か で 公 平 な 社 会 ・ 経 済 を 実 現 す る こ と で あ ろ う 。 海 外 出 稼 ぎ と

送 金 は 、 そ れ を で き る だ け 早 く 実 現 す る た め に 必 要 な 起 爆 剤 と し て の 役

割 を 担 う べ き で あ ろ う 。  

図 1 4 は 、 貧 困 者 の 出 稼 ぎ を 可 能 に す る と 同 時 に 地 域 経 済 の 発 展 を も

た ら す 経 済 発 展 モ デ ル と 、そ の た め に M F I に 期 待 さ れ る 役 割 を 示 し た も

の で あ る ( 注 4 4 ) 。 G D P の １ ～ ２ 割 に も 達 す る 南 ア ジ ア 諸 国 の 莫 大 な 送 金

を 梃 子 に し て 、 生 活 圏 内 に 雇 用 を 生 む 産 業 、 で き れ ば 海 外 出 稼 ぎ の 代 わ

り と な る よ う な 外 貨 獲 得 力 を も つ 産 業 を 速 や か に 興 す こ と が 望 ま れ る 。

そ の 実 現 の た め に 重 要 な 役 割 を 担 う こ と が 、こ れ か ら の M F I に 期 待 さ れ

る の で あ る 。  

 

図 1 4  海 外 出 稼 ぎ を 起 爆 剤 と し た 貧 困 削 減 と 地 域 産 業 の  

育 成 に お け る M F I の 役 割  

 

          貧 困 層 の  

         海 外 出 稼 ぎ  

                 

               家 族 へ の 送 金  

 

    出 稼 ぎ 資 金 融 資          生 産 的 投 資 ( 農 業 、 商 業 な ど )  

                 消 費 ( 生 活 費 、 住 宅 、 医 療 、 教 育 な ど )  

          M F I へ の 預 金  

 

地 域 の 生 産 的 投 資 へ の 融 資        消 費 目 的 の 融 資  

                   

 出 所 ） 筆 者 作 成  
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注  

1 ． 本 稿 で は 、 南 ア ジ ア を 、 イ ン ド 、 パ キ ス タ ン 、 バ ン グ ラ デ シ ュ 、 ネ

パ ー ル 、 ス リ ラ ン カ 、 ブ ー タ ン 、 モ ル デ ィ ブ の ７ カ 国 か ら な る 地 域 と

定 義 す る 。し か し 、2 0 0 7 年 に ア フ ガ ニ ス タ ン が 南 ア ジ ア 地 域 協 力 連 合

( S A A R C ： S o u t h  A s i a n  A s s o c i a t i o n  f o r  R e g i o n a l  C o o p e r a t i o n ) に 正 式

加 盟 し た こ と に 表 れ て い る よ う に 、 近 年 は ア フ ガ ニ ス タ ン も 南 ア ジ ア

の 一 国 と 考 え ら れ る こ と が 多 い 。 た だ 、 ア フ ガ ニ ス タ ン に つ い て は 情

報 が 不 十 分 な こ と も あ り 、 本 稿 で は 、 伝 統 的 な 地 理 的 区 分 に 従 っ て 、

南 ア ジ ア を 上 記 の 7 カ 国 か ら な る 地 域 と す る 。 な お 、 本 稿 は 海 外 へ 出

稼 ぎ に 出 る 人 が 多 い 南 ア ジ ア 諸 国 を 対 象 に 論 じ て い る た め 、 海 外 出 稼

ぎ が 少 な く 、 む し ろ 出 稼 ぎ の 受 入 れ 国 と な っ て い る ブ ー タ ン と モ ル デ

ィ ブ は 分 析 の 対 象 外 と し た 。  

2 ． 本 稿 で は 、 比 較 的 一 貫 す る 基 準 に 基 づ い た 各 国 の 国 際 移 民 数 が 得 ら

れ る 統 計 と し て 、 国 連 人 口 部 （ U n i t e d  N a t i o n s  D e p a r t m e n t  o f  

E c o n o m i c s  a n d  S o c i a l  A f f a i r s  P o p u l a t i o n  D i v i s i o n ） に よ る 2 0 1 3 年

の 推 計 値 を 採 用 し た 。 国 連 人 口 部 は 国 際 移 民 ( I n t e r n a t i o n a l  M i g r a n t )

を 「 難 民 を 含 む 、 外 国 生 ま れ の 居 住 者 」 と 定 義 し て い る 。 そ の デ ー タ

は 、各 国 の 人 口 セ ン サ ス の 結 果 に 基 づ い て 推 計 さ れ て い る 。た だ 、「 外

国 で 生 ま れ た 人 」の デ ー タ が 得 ら れ な い 国 に つ い て は 、「 外 国 籍 を 持 つ

人 」 の 数 で 代 用 し て い る 。 こ の よ う に 、 国 連 推 計 に お い て も 国 際 移 民

の 実 質 的 な 定 義 は 必 ず し も 一 貫 し て い な い 。 ま た 、 後 で 述 べ る よ う に

デ ー タ の 信 頼 性 に 問 題 も あ る 。 一 方 、 南 ア ジ ア 各 国 に は 、 そ れ ぞ れ 政

府 が 公 表 す る 「 海 外 在 住 者 数 」 が あ る が 、 そ れ ら も 定 義 の あ い ま い さ

や デ ー タ の 信 頼 性 の 低 さ な ど も あ り 、 国 連 の 推 計 値 と 大 き く 異 な る 場

合 が あ る 。 例 え ば 、 イ ン ド 政 府 は 2 0 1 2 年 5 月 現 在 国 外 に 住 む イ ン ド

系 住 民 を 2 1 9 1 万 人 と 推 計 し て い る 。こ の 推 計 値 は 、N R I（ N o n  R e s i d e n t  

I n d i a n :  在 外 イ ン ド 人 ： イ ン ド の 国 籍 を 持 つ 人 ） と P I O  ( P e r s o n  o f  

I n d i a n  O r i g i n :  イ ン ド 出 自 の 人 ： イ ン ド 国 籍 を 持 た な い イ ン ド 系 の

人 ) の 合 計 で 、 N R I が 1 0 0 4 万 人 、 P I O が 1 1 8 7 万 人 で あ る [ M i n i s t r y  o f  

O v e r s e a s  I n d i a n  A f f a i r s  n . d . ] 。 一 方 、 イ ン ド 出 身 の 国 際 移 民 ス ト ッ

ク の 国 連 推 計 値 は 1 4 1 7 万 人 （ 2 0 1 3 年 ） で あ る 。 N R I と P I O の う ち 、

国 連 の 定 義 に よ る 国 際 移 民 に 近 い の は N R I の ほ う で あ る が 、N R I と 国

連 推 計 値 も 大 き く 異 な る 。 そ の 理 由 の 一 つ と し て 、 定 義 の 違 い が 考 え

ら れ る 。 例 え ば 、 イ ン ド 生 ま れ の 人 が ア メ リ カ や カ ナ ダ 、 イ ギ リ ス な

ど に 移 住 し て 現 地 の 国 籍 を 取 得 し た 場 合 イ ン ド 国 籍 を 失 う た め N R I
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と し て は カ ウ ン ト さ れ な い ( イ ン ド は 二 重 国 籍 を 認 め て い な い ) 。一 方 、

国 連 推 計 は 「 外 国 生 ま れ の 人 」 の 数 を 国 際 移 民 数 と し て 採 用 し て い る

た め 、 こ う し た 人 は 、 移 民 先 の 国 籍 を 取 得 し て い て も 国 連 の 統 計 で は

国 際 移 民 と し て カ ウ ン ト さ れ る 。 そ の 結 果 、 国 連 推 計 に よ る イ ン ド 出

身 の 国 際 移 民 の 数 は 、 N R I の 数 よ り も 大 き く な る と 考 え ら れ る （ ヨ ー

ロ ッ パ や 北 ア メ リ カ で は 、「 外 国 生 ま れ の 人 」の 数 が 国 際 移 民 の 数 と し

て 採 用 さ れ て い る 国 が 多 い ）。P I O に は 、自 身 が イ ン ド か ら 来 て ア メ リ

カ な ど で 国 籍 を 取 得 し た 人 だ け で な く 、 両 親 や 祖 父 母 な ど 祖 先 が イ ン

ド か ら 来 た と い う イ ン ド 系 移 民 の 子 孫 も 含 ま れ て お り 、「外 国 生 ま れ の

人 」 と い う 国 連 の 定 義 か ら 外 れ る 人 が 多 い 。 パ キ ス タ ン 政 府 は 、 2 0 1 0

年 時 点 の 海 外 在 住 の パ キ ス タ ン 系 の 人 を 6 3 0 万 人 と 推 計 し て お り

[ G o v t .  o f  P a k i s t a n  M i n i s t r y  o f  O v e r s e a s  P a k i s t a n i  n . d . ] 、 国 連 推 計

値 の 5 6 9 万 人 と か な り 近 い 。 た だ 、 前 者 に は 現 在 の パ キ ス タ ン 領 内 に

生 ま れ た イ ン ド 在 住 者 が ま っ た く 含 ま れ て い な い が ( パ キ ス タ ン 政 府

は 、 イ ギ リ ス か ら 分 離 独 立 し た と き イ ン ド に 移 住 し た 人 を パ キ ス タ ン

出 身 者 と 認 識 し て い な い ) 、 国 連 推 計 に は 、 1 1 3 万 人 の パ キ ス タ ン か ら

の 移 民 ( 多 く は 難 民 ) が イ ン ド 在 住 の 国 際 移 民 に 含 ま れ て い る 。 そ れ を

差 し 引 く と パ キ ス タ ン 出 身 の 国 際 移 民 の ス ト ッ ク は 4 5 0 万 人 ほ ど と な

り 、 パ キ ス タ ン 政 府 の 推 計 値 と の 差 は 拡 大 す る 。 こ の 違 い が 主 に 定 義

の 違 い に よ る も の だ と す る と 、 パ キ ス タ ン 政 府 の 推 計 値 に は 、 イ ン ド

の P I O と 同 様 、パ キ ス タ ン 国 籍 を 持 た な い パ キ ス タ ン 系 住 民 ( た だ し 、

分 離 独 立 時 に イ ン ド に 渡 っ た 人 は 含 ま な い ) が 多 く 含 ま れ て い る と 考

え ら れ る 。 バ ン グ ラ デ シ ュ の 場 合 、 政 府 の 公 表 に よ る と 海 外 の バ ン グ

ラ デ シ ュ 系 の 人 は お よ そ 8 0 0 万 人 で あ り [ P r o b a s h i  K a l l y a n  B a n k  

n . d . ] 、 国 連 の 推 計 値 ( 2 0 1 3 年 ) 7 7 6 万 人 と ほ ぼ 一 致 す る 。 た だ 、 国 連 推

計 値 に は イ ン ド に 住 む バ ン グ ラ デ シ ュ 人 ( バ ン グ ラ デ シ ュ 生 ま れ の 人

お よ び 難 民 ) 3 1 6 万 人 が 含 ま れ る が 、バ ン グ ラ デ シ ュ 政 府 の 公 表 値 に 彼

ら が 含 ま れ て い る か 筆 者 は 確 認 し て い な い 。 こ う し た 定 義 の 問 題 以 上

に 大 き な 問 題 が 、 デ ー タ の 信 頼 性 の 問 題 で あ る 。 国 連 推 計 は 2 0 1 3 年

に お け る ネ パ ー ル の 海 外 在 住 者 数 ( 国 際 移 民 の ス ト ッ ク ) を 1 0 4 万 人

( イ ン ド を 含 む ) と 推 計 し て い る が 、 2 0 1 1 年 の ネ パ ー ル の 人 口 セ ン サ ス

の 結 果 に よ る と 、 海 外 在 住 者 ( イ ン ド を 含 む ) は 1 9 2 万 人 で あ り 、 両 者

に は 非 常 に 大 き な 差 が あ る 。 そ の 多 く は 、 国 連 推 計 値 の 信 頼 性 の 問 題

に よ る と 筆 者 は 考 え て い る 。 例 え ば 、 国 連 推 計 ( 2 0 1 3 年 時 点 ) で は 、 日

本 に 滞 在 す る ネ パ ー ル 人 の 移 民 数 は ゼ ロ に な っ て い る が 、 日 本 政 府 に
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よ れ ば 、 2 0 1 3 年 1 2 月 末 時 点 で 3 万 1 5 3 1 人 が 日 本 に 在 留 し て い る [ 法

務 省  n . d . ] 。 ま た 、 2 0 1 1 － 1 2 年 度 中 に 湾 岸 協 力 会 議 加 盟 国 に 出 稼 ぎ の

た め 出 国 し た ネ パ ー ル 人 は 2 7 万 人 い る が ( 表 3 か ら 計 算 ) 、国 連 推 計 で

は 、2 0 1 3 年 に 湾 岸 協 力 会 議 加 盟 国 に 住 む ネ パ ー ル 人 は 3 万 人 に す ぎ な

い 。 出 稼 ぎ の 契 約 は 2 ～ 3 年 だ か ら 、 実 際 に は 2 0 1 3 年 時 点 で 7 0 万 人

程 度 の ネ パ ー ル 人 が 湾 岸 協 力 会 議 加 盟 国 で 働 い て い た と 考 え ら れ る 。

こ う し た こ と な ど か ら 、ネ パ ー ル の 場 合 、筆 者 は 政 府 統 計 ( 人 口 セ ン サ

ス ) の 値 が 国 連 推 計 値 よ り 真 の 値 に 近 い と 判 断 し 、表 １ で は 、国 連 推 計

値 と 政 府 統 計 値 を 併 記 し て い る 。 同 様 に 、 ス リ ラ ン カ 政 府 は 2 0 1 0 年

の 海 外 雇 用 従 事 者 の 数 を 1 9 3 万 人 と 推 定 し て い て [ C e n t r a l  B a n k  o f  

S r i  L a n k a  2 0 1 2 ,  p .  2 1 ] 、  国 連 の 推 計 値 1 2 5 万 人 ( 2 0 1 3 年 ) と 大 き な 違

い が あ る 。 さ ら に 、 2 0 1 1 年 の 人 口 セ ン サ ス の 結 果 で は 、 海 外 在 住 人 口

は 5 7 万 人 と な っ て お り [ G o v t .  o f  S r i  L a n k a  D e p a r t m e n t  o f  C e n s u s  

a n d  S t a t i s t i c s  n . d .  T a b l e  1 5 ] 、 政 府 公 表 値 と も 、 国 連 推 計 と も 大 き く

異 な る 。 1 9 3 万 人 ( 全 人 口 の 1 0 ％ に 相 当 ) の ス リ ラ ン カ 人 が 海 外 に い る

と い う 政 府 公 表 値 は 根 拠 が 明 確 で な く [ 須 田  2 0 1 3 ,  p . 1 0 5 ,  注 4 、注 5 ] 、

過 大 評 価 だ と 思 わ れ る が 、 人 口 セ ン サ ス の 5 7 万 人 と い う 数 字 も 国 際

移 民 の 定 義 か ら す る と 問 題 が 多 い ( 人 口 セ ン サ ス で あ る た め 、家 族 全 員

で 海 外 に 移 住 し て 国 内 に 家 族 が い な い 人 は カ ウ ン ト さ れ な い 。 ま た 、

こ の セ ン サ ス で は 海 外 に い る 期 間 が 6 か 月 未 満 の 人 や 帰 国 の 意 思 が な

い 人 は 「 海 外 在 住 者 」 か ら 除 外 さ れ て い る ) 。 し た が っ て 、 ス リ ラ ン カ

の 場 合 は 、 国 連 の 推 計 値 が 真 実 に 近 い と 考 え ら れ る 。 い ず れ に せ よ 、

国 連 お よ び 各 国 政 府 の 国 際 移 民 の 推 計 値 に は 、 定 義 の 不 統 一 と 、 デ ー

タ の 信 頼 性 の 低 さ と い う 二 つ の 大 き な 問 題 が あ る 。 南 埜 ( 2 0 0 8 ) は 、 イ

ン ド 系 移 民 の 数 の 把 握 に お け る 問 題 点 と 困 難 性 に つ い て わ か り や す く

整 理 し て い る 。  

3 ． 南 ア ジ ア 諸 国 の 統 計 で 、 何 パ ー セ ン ト の 世 帯 に 海 外 在 住 の 世 帯 員 が

い る 、 と い う 公 式 の デ ー タ は 、 筆 者 が 調 べ た 限 り 、 ネ パ ー ル に し か 存

在 し な い 。 世 銀 や 各 国 の 統 計 で は 、 世 帯 と い う 概 念 は 希 薄 で 、 各 国 の

統 計 で も 各 年 の 世 帯 数 を 把 握 す る の は 難 し い 。 そ こ で 、 各 国 の 人 口 推

計 値 を 一 世 帯 当 た り の 世 帯 員 数 ( 過 去 の セ ン サ ス の 結 果 な ど を 利 用 ) で

除 し て 、 2 0 1 2 年 時 の 各 国 の 世 帯 数 を 推 計 し た 。ま た 、南 ア ジ ア 各 国 で

の 筆 者 の 現 地 調 査 に よ る と 、 海 外 在 住 者 は 、 1 世 帯 あ た り 1 人 の こ と

が 多 い が 、 1 世 帯 2 人 、 場 合 に よ っ て は 3 人 以 上 い る 場 合 も あ る 。 そ

こ で 、海 外 在 住 者 が い る 世 帯 の 海 外 在 住 者 数 を 平 均 1 . 2 人 ( 基 本 的 に １
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世 帯 1 人 だ が 、 5 世 帯 に 1 世 帯 は 2 人 の 海 外 在 住 者 が い る ) と 仮 定 し 、

海 外 在 住 者 数 ÷総 世 帯 数 ÷ 1 . 2 で 、海 外 在 住 者 が い る 世 帯 の 割 合 を 求 め

た 。 南 ア ジ ア 全 体 ( ブ ー タ ン と モ ル デ ィ ブ を 除 く ) の 値 は 、 各 国 の 合 計

値 で あ る 。  

4 ． パ キ ス タ ン の 平 均 世 帯 員 数 は 表 1 の 注 2 に あ る よ う に 、 1 9 9 8 年 の 値

( 6 . 9 人 ) し か 得 ら れ な か っ た た め 、総 世 帯 数 は 実 際 よ り 少 な め に 計 算 さ

れ て い る ( パ キ ス タ ン で も 出 生 率 は 低 下 傾 向 に あ り 、現 在 の 平 均 世 帯 員

数 は 1 9 9 8 年 よ り 少 な い と 考 え ら れ る ) 。 そ の 分 、 海 外 在 住 者 が い る 世

帯 が 総 世 帯 に 占 め る 割 合 が 高 く 出 て い る 。  

5 ． 表 １ に あ る よ う に 、 南 ア ジ ア か ら の 国 際 移 民 の 4 4 ％ 、 半 分 弱 は サ ウ

ジ ア ラ ビ ア 、 U A E 、 ク ウ ェ ー ト 、 オ マ ー ン 、 カ タ ー ル 、 バ ー レ ー ン か

ら な る 湾 岸 協 力 会 議 ( G u l f  C o o p e r a t i o n  C o u n c i l :  G C C ) 加 盟 国 へ の 出 稼

ぎ で あ る 。 こ れ ら の 国 で の 外 国 人 の 就 労 は 、 多 く が ２ ～ ３ 年 の 期 間 契

約 に 基 づ く も の で あ る 。 雇 用 契 約 の 形 態 と し て は 、 日 本 の 外 国 人 技 能

実 習 制 度 に 近 い 。  

6 ． 本 稿 で は 、 執 筆 時 ( 2 0 1 4 年 4 月 ) の お よ そ の 為 替 レ ー ト に よ り １ ド ル

＝ 1 0 0 円 と し て ド ル か ら 円 に 換 算 し て い る 。  

7 ． 例 え ば 、 古 賀 ・ 中 村 ( 2 0 0 0 ) は 、 イ ン ド 移 民 の 歴 史 を 3 つ の 段 階 に 分

類 し て い る 。 ま た 、 4 つ の 段 階 に 分 類 す る 説 と し て 、 南 埜 ( 2 0 0 8 ) と 近

藤 ( 2 0 1 0 ) が あ る 。  

8 ． 南 ア ジ ア 諸 国 は 、 第 二 次 世 界 大 戦 後 に 独 立 す る ま で 、 い ず れ も イ ギ

リ ス の 植 民 地 、 あ る い は 半 植 民 地 ( 保 護 国 ) で あ っ た 。  

9 ． 国 連 人 口 部 の 推 計 に よ る と 、 2 0 1 3 年 時 点 で 湾 岸 協 力 会 議 加 盟 国 の 移

民 ス ト ッ ク の 合 計 2 2 3 6 万 人 の う ち 南 ア ジ ア か ら の 移 民 は 1 3 2 5 万 人 で 、

全 体 の 5 9 . 3 ％ を 占 め て い た [ U n i t e d  N a t i o n s  P o p u l a t i o n  D i v i s i o n  

n . d . ] 。  

1 0 . 中 東 産 油 国 や 東 南 ア ジ ア へ の 移 民 の 多 く が 一 時 的 な 単 身 の 出 稼 ぎ 者

で あ り 、 出 稼 ぎ 国 に 永 住 し な い の は 、 主 に 二 つ の 理 由 か ら で あ る 。 ひ

と つ は 、 受 け 入 れ 国 の 政 策 に よ り 、 こ う し た 出 稼 ぎ 者 の 定 住 や 国 籍 の

取 得 が 困 難 な た め で あ る 。 建 設 労 働 な ど 単 純 労 働 に 従 事 す る 出 稼 ぎ 者

は 2 年 な い し 3 年 の 雇 用 契 約 に 基 づ い て 滞 在 が 許 可 さ れ る 。そ の た め 、

ビ ザ の 有 効 期 間 が 終 了 す れ ば 帰 国 せ ざ る を え な い 。 ま た 、 こ う し た 低

所 得 の 労 働 者 の 家 族 に は ビ ザ が 発 給 さ れ な い た め 、 家 族 を 呼 び 寄 せ る

こ と が で き な い 。 熟 練 労 働 者 や 商 業 な ど に 従 事 す る 高 所 得 の 人 々 は こ

の 限 り で は な く 、 家 族 を 呼 び 寄 せ て 定 住 す る こ と も 可 能 で あ る が 、 そ
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う し た 人 は 全 体 か ら す れ ば 少 数 で あ る 。 出 稼 ぎ 者 が 出 稼 ぎ 国 に 家 族 を

呼 び 寄 せ 永 住 し な い も う ひ と つ の 理 由 は 、 現 地 で の 生 活 費 が 高 く 、 出

稼 ぎ 者 の 給 料 で は 家 族 を 養 う こ と が 困 難 な た め で あ る [ 堀 拔  2 0 1 1 ] 。  

1 1 ． た だ し 、 雇 用 目 的 の 出 国 者 数 の 統 計 を 見 る と き に は 、 注 意 が 必 要 で

あ る 。 各 国 と も 雇 用 目 的 の 出 国 者 に は 出 国 に あ た り 政 府 の 許 可 や 登 録

を 求 め て お り 、 そ れ が 各 国 の 海 外 雇 用 統 計 に 表 れ る の だ が 、 出 国 許 可

や 出 国 の 届 け 出 を 出 国 者 全 員 に 求 め て い る わ け で は な い 。 例 え ば イ ン

ド の 場 合 、 出 国 者 は 、 出 国 に あ た り 政 府 に 報 告 す る 必 要 が あ る E C R  

( E m i g r a t i o n  C h e c k  R e q u i r e d ) と 必 要 が な い E C N R  ( E m i g r a t i o n  

C h e c k  N o t  R e q u i r e d ) に 分 け ら れ 、 後 者 は 雇 用 目 的 の 出 国 者 数 の 統 計

に は 表 れ な い こ と に な る 。 後 者 に 分 類 さ れ る の は 、 高 学 歴 、 専 門 職 、

一 定 の 所 得 者 以 上 の 者 ( 所 得 税 を 払 っ て い る 人 ) 、 2 年 の 職 業 訓 練 の 課

程 を 終 え た 者 、 3 年 超 の 海 外 滞 在 経 験 が あ る 者 、 免 許 を 持 つ 看 護 師 、

扶 養 家 族 な ど で あ る 。さ ら に 、出 国 許 可 を 得 る 必 要 が あ る E C R 国 は 中

東 産 油 国 で あ る 湾 岸 協 力 会 議 諸 国 や マ レ ー シ ア を 含 む 1 7 カ 国 に す ぎ

ず 、 ア メ リ カ や イ ギ リ ス 、 カ ナ ダ 、 オ ー ス ト ラ リ ア 、 シ ン ガ ポ ー ル な

ど を 含 む 残 り の 国 に つ い て は 、 報 告 ・ 登 録 を す る 必 要 が な い 。 雇 用 目

的 の 出 国 者 を 把 握 す る 統 計 と し て は 不 備 が 多 い 。 し た が っ て 、 こ の 統

計 は 、 雇 用 を 目 的 と し た 出 国 者 全 体 を 把 握 す る た め の も の で は な く 、

特 に 湾 岸 地 域 や マ レ ー シ ア な ど に 契 約 に 基 づ い て 出 稼 ぎ に 出 る 貧 し く

教 育 レ ベ ル が 低 い 労 働 者 の 数 を 把 握 す る た め の 統 計 で あ る 。 出 国 の 報

告 義 務 に つ い て は 、近 藤  ( 2 0 1 0 ) 、G o v t .  o f  I n d i a  M i n i s t r y  o f  O v e r s e a s  

I n d i a n  A f f a i r s  ( n . d . )  A n n u a l  R e p o r t  2 0 1 2 - 1 3 . が 詳 し い 。  

1 2 ． パ キ ス タ ン は G o v t .  o f  P a k i s t a n  M i n i s t r y  o f  F i n a n c e  ( n . d . )  

E c o n o m i c  S u r v e y  2 0 1 2 - 1 3 、 バ ン グ ラ デ シ ュ は G o v t .  o f  B a n g l a d e s h  

M i n i s t r y  o f  F i n a n c e  ( 2 0 1 2 )  E c o n o m i c  R e v i e w  2 0 1 2 、 ス リ ラ ン カ は

C e n t r a l  B a n k  o f  S r i  L a n k a  ( 2 0 1 2 )  E c o n o m i c  a n d  S o c i a l  S t a t i s t i c s  o f  

S r i  L a n k a  2 0 1 2 . か ら 算 出 し た 。 パ キ ス タ ン は 2 0 1 2 - 1 3 年 度 、 バ ン グ

ラ デ シ ュ は 2 0 1 1 - 1 2 年 度 、 ス リ ラ ン カ は 2 0 1 1 年 の 数 値 で あ る 。  

1 3 ．  ネ パ ー ル か ら の 海 外 出 稼 ぎ 者 の か な り の 割 合 は 、 イ ン ド へ の 出 稼

ぎ 者 で あ る 。 後 出 の 表 9 か ら 推 定 す る と 、 ネ パ ー ル の 海 外 出 稼 ぎ 者 の

半 分 近 く は イ ン ド に 滞 在 し て い る と 考 え ら れ る ( 表 9 の 仕 送 り 者 の 割

合 か ら 計 算 ) 。し か し 、ネ パ ー ル と イ ン ド の 間 の 国 境 は 自 由 に 往 来 で き

る オ ー プ ン ボ ー ダ ー で あ り 、 イ ン ド ・ ネ パ ー ル 両 政 府 は 人 の 移 動 を 管

理 し て い な い 。 図 4 の 作 成 に 使 っ た ネ パ ー ル 政 府 の 海 外 雇 用 者 統 計
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( G o v t .  o f  N e p a l  2 0 1 0 ) に も 、 イ ン ド へ の 就 労 目 的 の 出 国 者 数 は 表 れ な

い の で あ る 。  

1 4 ． 総 生 産 ( g r o s s  p r o d u c t ) が １ 年 間 に 生 み だ さ れ た 付 加 価 値 の 総 額 な の

に 対 し 、 純 生 産 ( n e t  p r o d u c t ) は 、 固 定 資 本 の 減 耗 分 ( 減 価 償 却 費 ) を 総

生 産 か ら 引 い た 純 付 加 価 値 の 総 額 で あ る 。  

1 5 ．  W o r l d  B a n k  ( 2 0 1 3 ) に よ れ ば 、 ネ パ ー ル の 場 合 、 G D P に お け る 最 終

消 費 の 割 合 は 、 2 0 1 2 年 で 9 1 . 4 ％ で あ る 。 限 界 消 費 性 向 の デ ー タ が 得

ら れ な か っ た た め 、 近 似 値 と し て こ の 数 値 ( 平 均 消 費 性 向 ) を 使 う 。  

1 6 ． 限 界 輸 入 性 向 の デ ー タ が 得 ら れ な い た め 平 均 輸 入 性 向 で 代 替 し た 。

こ れ は 、W o r l d  B a n k  ( 2 0 1 3 ) の デ ー タ を 使 い 、輸 入 額 ／ G D P で 求 め た 。  

1 7 ．閉 鎖 経 済 を 仮 定 し た 波 及 効 果 ( 乗 数 ) が １ /（ １ － c ）で あ る の に 対 し 、

外 国 貿 易 を 前 提 に し た 乗 数 は 、１ /（ １ － c ＋ m ）で ( m は 限 界 輸 入 性 向 ) 、

所 得 増 加 に 伴 っ て 増 え る 輸 入 の 割 合 が 高 い ほ ど 、 送 金 の 経 済 成 長 効 果

は 少 な い  [ 中 谷  1 9 9 3 ,  p . 3 0 7 ] 。 現 在 の ネ パ ー ル は 貿 易 赤 字 額 が 送 金 額

と 同 程 度 ( G D P 比 2 0 ％ 程 度 ) あ り 、増 加 す る 送 金 の 多 く が 輸 入 に 回 さ れ

て し ま う 。 そ れ が 送 金 の 経 済 成 長 効 果 を 削 減 し 、 経 済 成 長 率 が 低 い 一

因 に な っ て い る と 考 え ら れ る 。  

1 8 ． ネ パ ー ル の 場 合 工 業 化 が 極 端 に 遅 れ 、 山 岳 ・ 丘 陵 地 域 が 多 く 農 業 生

産 条 件 も よ く な い た め 、 消 費 需 要 の 増 加 に 対 し て 国 内 生 産 の 増 大 よ り

も 輸 入 の 増 加 に よ っ て 供 給 さ れ て い る 部 分 が 大 き い と 考 え ら れ る 。  

1 9 ． 後 出 の 表 6 の 数 値 か ら 計 算 す る と 、 1 9 9 5 / 9 6 年 度 と 2 0 0 3 / 0 4 年 度 の

間 の 1 人 当 た り の 実 質 所 得 の 年 平 均 増 加 率 は 3 . 0 ％ 、 2 0 0 3 / 0 4 年 度 と

2 0 1 0 / 1 1 年 度 の 間 の そ れ は 6 . 1 % で あ る 。そ れ ぞ れ の 間 の 平 均 人 口 増 加

率 は 、 前 の 期 間 が 2 . 2 ％ 、 後 の 期 間 が 1 . 3 ％ だ か ら 、 そ れ ぞ れ の 間 の 国

民 総 所 得 ( 実 質 ) の 平 均 増 加 率 ( ＝ 1 人 当 た り の 所 得 の 増 加 率 + 人 口 増 加

率 ) は 、 前 の 期 間 が 5 . 2 ％ 、 後 の 期 間 が 7 . 4 ％ と な り 、 公 式 の G D P 成 長

率 よ り も か な り 高 い 。 な お 、 人 口 増 加 率 は 、 W o r l d  B a n k  ( 2 0 1 3 ) か ら

筆 者 が 算 出 し た 。  

2 0 ．筆 者 が 2 0 1 3 年 お よ び 2 0 1 4 年 に D h a d i n g 郡 S a l a n g 村 で 実 施 し た 農

村 調 査 の 結 果 に よ る ( 成 果 は 未 発 表 ) 。  

2 1 ． ケ ー ラ ラ 政 府 の 調 査 ( G o v t .  o f  K e r a l a  2 0 1 3 ) に は 、 海 外 在 住 者 な い

し 帰 国 者 が い る 世 帯 の 月 平 均 の 総 支 出 額 に 関 す る デ ー タ は な い 。 食 費

や 衣 類 、 光 熱 費 、 教 育 費 な ど 各 支 出 項 目 に つ い て 、 ど の 支 出 額 の カ テ

ゴ リ ー に 何 世 帯 の 回 答 が あ っ た か を 示 す 分 布 表 が あ る だ け で あ る

( T a b l e  1 4 0 ～ T a b l e  1 5 1 ) 。 そ こ で 、 表 1 0 で 平 均 所 得 を 推 定 し た の と 同
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じ 方 法 で 調 査 対 象 世 帯 の 支 出 総 額 を 筆 者 が 推 計 し ( 表 1 0 の 注 1 を 参 照 ) 、

そ れ を 調 査 対 象 世 帯 の 総 数 で 割 っ て 毎 月 の 平 均 支 出 額 を 求 め た 。な お 、

総 世 帯 数 の デ ー タ が な い た め 、 食 費 額 に 関 す る 回 答 数 を 総 世 帯 数 の 近

似 値 と し て 利 用 し た ( 食 費 の 支 出 が な い 世 帯 は ほ ぼ 皆 無 で あ る と 考 え

た ) 。  

2 2 ． 注 2 1 と 同 じ 方 法 に よ り 、 G o v t .  o f  K e r a l a  ( 2 0 1 3 ) か ら 、 海 外 在 住 者

な い し 帰 国 者 が い る 世 帯 の 項 目 別 の 支 出 構 成 比 を 筆 者 が 推 定 し た 。 そ

の 結 果 、 最 も 大 き な 支 出 は 「 食 料 費 」 で 支 出 総 額 の 4 6 . 2 ％ を 占 め る 。

「 そ の 他 」の 1 4 . 0 ％ を 除 く と 、二 番 目 に 多 い の が「 教 育 費 」で 8 . 4 ％ 、

そ し て「 保 健 ・ 医 療 費 ( h e a l t h ) 」6 . 2 ％ 、「 衣 類 」5 . 9 ％ 、「 光 熱 費 」5 . 1 ％ 、

「 車 の 燃 料 費 」 4 . 2 ％ 、「 携 帯 電 話 」 3 . 7 ％ 、「 電 話 ・ ケ ー ブ ル テ レ ビ ・

イ ン タ ー ネ ッ ト 」 3 . 5 ％ と 続 く 。「 借 金 の 返 済 」 や 「 住 宅 の 新 改 築 」 な

ど 優 先 度 と 金 額 が 大 き い 支 出 の 項 目 は な い が 、こ う し た 支 出 は 、「 そ の

他 」 に 含 ま れ る と 考 え て よ い だ ろ う 。  

2 3 ． バ ン グ ラ デ シ ュ の 新 聞 、 T h e  D a i l y  S t a r の 2 0 0 8 年 7 月 9 日 付 け 記

事 に よ る と 、 中 東 の 低 熟 練 部 門 へ の 出 稼 ぎ の た め に 必 要 な 費 用 は 、 南

ア ジ ア 諸 国 の 間 で 大 き な 格 差 が あ る 。 そ の 中 で 、 バ ン グ ラ デ シ ュ 人 は

も っ と も 高 い 費 用 を 払 っ て い る と い う 。 同 記 事 に よ る と 、 出 稼 ぎ 費 用

は 、 ネ パ ー ル が 1 0 万 ネ パ ー ル ・ ル ピ ー 、 イ ン ド が 7 . 6 万 イ ン ド ・ ル

ピ ー 、 パ キ ス タ ン が 8 万 パ キ ス タ ン ・ ル ピ ー 、 ス リ ラ ン カ が 8 . 5 万 ス

リ ラ ン カ ・ ル ピ ー な の に 対 し 、 バ ン グ ラ デ シ ュ は 2 0 ～ 2 5 万 タ カ だ と

い う 。 こ れ を 当 時 ( 2 0 0 7 / 0 8 年 度 、 ス リ ラ ン カ は 2 0 0 8 年 ) の 為 替 レ ー ト

で ド ル 換 算 す る と 、 ネ パ ー ル が 1 5 3 8 ド ル 、 イ ン ド が 1 8 8 8 ド ル 、 パ キ

ス タ ン が 1 2 7 9 ド ル 、 ス リ ラ ン カ が 7 8 5 ド ル 、 バ ン グ ラ デ シ ュ が 3 0 7 7

～ 3 8 4 6 ド ル で 、バ ン グ ラ デ シ ュ が 突 出 し て 高 い 。出 稼 ぎ 費 用 の こ の よ

う な 格 差 は 、 主 に 海 外 雇 用 斡 旋 会 社 や 仲 介 人 ( ブ ロ ー カ ー ) が 仕 事 の 斡

旋 手 数 料 と し て 出 稼 ぎ 希 望 者 か ら 受 け 取 る 額 の 違 い か ら 生 じ る 。 海 外

出 稼 ぎ に は 、 出 稼 ぎ 先 ( 中 東 な ど ) で 仕 事 を 見 つ け 、 出 稼 ぎ 希 望 者 に そ

れ を 斡 旋 す る た め に 海 外 雇 用 斡 旋 会 社 が 出 稼 ぎ 先 の 国 ( 中 東 な ど ) と 南

ア ジ ア 諸 国 の 双 方 に 存 在 す る 。 中 東 や マ レ ー シ ア 、 シ ン ガ ポ ー ル な ど

で 働 く 場 合 、事 前 に 身 元 引 受 人 ( ス ポ ン サ ー ： 雇 用 し て く れ る 会 社 や 個

人 な ど ) と 仕 事 を 確 保 し 、雇 用 契 約 を 結 ん だ 上 で 査 証 を 所 得 す る 必 要 が

あ る 。出 稼 ぎ 希 望 者 は 、自 国 の 海 外 雇 用 斡 旋 会 社 に 渡 航 費 用 ( 仕 事 の 斡

旋 手 数 料 や 航 空 券 代 な ど ) を 支 払 い 、こ の 会 社 は 出 稼 ぎ 国 で 仕 事 を 探 す

相 手 国 の 斡 旋 会 社 ( 個 人 が 行 っ て い る 場 合 も あ る ) に そ の 一 部 を 支 払 う
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と い う 仕 組 み で あ る 。 出 稼 ぎ 希 望 者 が 支 払 う 費 用 の 大 半 は 、 仕 事 の 斡

旋 手 数 料 ( 「 ビ ザ 代 」 と よ く 言 わ れ る ) で あ る 。 バ ン グ ラ デ シ ュ や ネ パ

ー ル で は 、「 ビ ザ 代 」を 含 め 、海 外 雇 用 斡 旋 会 社 が 出 稼 ぎ 希 望 者 に 要 求

で き る 費 用 の 上 限 を 政 府 が 定 め て い る が 、 バ ン グ ラ デ シ ュ で は 斡 旋 会

社 や 非 公 式 の 仲 介 人 ( ブ ロ ー カ ー ) が 、 そ の 上 限 を 大 き く 超 え る 額 を 希

望 者 に 要 求 す る こ と が 多 い 。 一 方 ネ パ ー ル で は 、 多 く の 場 合 斡 旋 会 社

が 規 定 を 超 え る 手 数 料 を 要 求 し な い た め 、出 稼 ぎ 費 用 は 低 い の で あ る 。

国 に よ っ て な ぜ こ の よ う な 違 い が 生 ま れ る の か は 、 興 味 深 い テ ー マ で

あ る 。 雇 用 機 会 を め ぐ る 需 給 関 係 の 違 い 、 政 府 の 監 視 能 力 の 違 い 、 国

民 性 の 違 い な ど 、 さ ま ざ ま な 要 因 が 関 わ っ て い る と 思 わ れ る 。  

2 4 ． 2 0 1 2 年 8 月 に 、 M F I の 協 議 会 で あ る マ イ ク ロ フ ァ イ ナ ン ス 実 践 者

協 会 ( L a n k a  M i c r o f i n a n c e  P r a c t i t i o n e r s ’  A s s o c i a t i o n ) と 、貯 蓄 信 用 組

合 ( S A N A S A ) 運 動 の 指 導 者 で あ る K i r i v a n j a y a 氏 ら に 対 す る ヒ ア リ ン

グ に よ る 。 S A N A S A に つ い て は 、 荒 井 ( 2 0 0 0 ) を 参 照 の こ と 。  

2 5 ． 海 外 出 稼 ぎ が 多 い バ ン グ ラ デ シ ュ 東 部 の コ ミ ラ 県 シ ョ ド ル 郡 ビ ジ ョ

イ プ ー ル 村 ( B i j o y p u r  U n i o n ) に あ る グ ラ ミ ン 銀 行 、 B R A C 、 A S A の 各

支 店 で 2 0 1 2 年 2 月 に 行 っ た ヒ ア リ ン グ に よ る 。  

2 6 ．イ ン ド ・ ケ ー ラ ラ 州 の 州 都 ト リ バ ン ド ラ ム ( 現 テ ィ ル ヴ ァ ナ ン タ プ ー

ラ ム ) 近 郊 の 信 用 農 協 な ど で 筆 者 が 2 0 0 3 年 に 行 っ た 調 査 に よ る と 、 金

の 装 飾 品 を 担 保 と し 使 途 を 問 わ な い 金 担 保 融 資 な ど を 出 稼 ぎ 資 金 と し

て 使 う こ と は 可 能 で あ っ た が 、 出 稼 ぎ 目 的 の 融 資 は し て い な か っ た 。

一 方 、表 1 4 に あ る 2 0 1 0 ～ 1 1 年 の 調 査 結 果 に よ る と 、出 稼 ぎ 資 金 の 調

達 に お い て 、 銀 行 や M F I か ら 得 ら れ た 資 金 の 割 合 が 1 8 ％ あ る 。 筆 者

が 2 0 0 3 年 に 調 査 を 行 っ た 後 、 ケ ー ラ ラ 州 で は 政 策 や 金 融 機 関 の 方 針

が 変 わ り 、 多 く の 金 融 機 関 が 出 稼 ぎ 資 金 を 融 資 す る よ う に な っ た 、 と

い う 可 能 性 も あ る 。  

2 7 ． ネ パ ー ル の M F I で あ る 小 農 協 同 組 合 ( 注 2 0 に あ る 、 D h a d i n g 郡 の

S a l a n g 小 農 協 同 組 合 ) で の ヒ ア リ ン グ に よ る と 、 海 外 出 稼 ぎ で 若 い 人

が 減 少 し 農 業 の 発 展 に と っ て 障 害 に な る の で 、 出 稼 ぎ 目 的 の 融 資 を や

め る こ と を 理 事 会 で 決 定 し た と い う 。  

2 8 ．S A N A S A 運 動 の 指 導 者 で あ る K i r i v a n j a y a 氏 か ら の 聞 き 取 り に よ る

( 2 0 1 2 年 8 月 ) 。母 親 が 海 外 で 働 い て い て 不 在 の 家 庭 で は 健 全 な 子 育 て

は で き ず 、 子 供 は 正 し い 道 を 誤 り 、 最 終 的 に は 刑 務 所 入 り だ 、 と い う

の が 氏 の 説 で あ る [ 須 田  2 0 1 3 ,  p . 1 0 6 ] 。 S A N A S A 運 動 に お け る

K i r i v a n j a y a 氏 の 位 置 づ け に つ い て は 、 荒 井 ( 2 0 0 0 ) が 詳 し い 。  
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2 9 ． 一 般 の 銀 行 や 信 用 組 合 で 海 外 出 稼 ぎ 資 金 の 融 資 に 対 す る 対 応 を 聞 く

と 、 リ ス ク が 高 い た め 、 担 保 も 取 ら ず に は 貸 せ な い 、 と い う 回 答 が 多

い 。  

3 0 ． 注 2 5 と 同 様 、 2 0 1 2 年 2 月 コ ミ ラ 県 シ ョ ド ル 郡 ビ ジ ョ イ プ ー ル 村 の

M F I 支 店 で 行 っ た ヒ ア リ ン グ 調 査 に よ る 。そ れ に よ る と 、B R A C で は 、

前 年 ( 2 0 1 1 年 ) か ら 試 験 的 に 海 外 雇 用 融 資 を 始 め た と い う こ と で あ っ

た 。  

3 1 ．P r o b a s h i  K a l l y a n  B a n k  ( n . d . ) に よ る と 、そ の 活 動 の 主 要 な 目 的 は 、

海 外 出 稼 ぎ の 促 進 、 迅 速 で 安 全 な 送 金 、 帰 国 者 の 社 会 復 帰 、 で あ る 。  

3 2 .  K e r a l a  S t a t e  D e v e l o p m e n t  C o r p o r a t i o n  ( n . d . ) に よ る と 、同 公 社 は 、

低 カ ー ス ト ( 指 定 カ ー ス ト ) と 指 定 部 族 の 低 所 得 者 を 対 象 に 、 出 稼 ぎ 融

資 を 行 っ て い る 。 そ の 融 資 条 件 は 、 指 定 カ ー ス ト の 場 合 、 上 限 5 万 ル

ピ ー ( 約 9 万 円 ) 、 年 利 は 6 ％ と 低 利 で 、 返 済 期 間 は 3 年 で あ る 。  

3 3 ．注 2 6 参 照 。た と え ば 、ケ ー ラ ラ 州 に 拠 点 を 持 つ 国 有 銀 行 S t a t e  B a n k  

o f  T r a v a n c o r e の ウ ェ ブ サ イ ト に よ る と 、 消 費 目 的 の 融 資 を 含 む 様 々

な 融 資 プ ロ グ ラ ム が あ り 、 担 保 ( 土 地 、 金 の 装 飾 品 ) や 安 定 し た 収 入 が

あ れ ば 、「 海 外 旅 行 」 目 的 の 融 資 も 受 け ら れ る [ S t a t e  B a n k o f  

T r a v a n c o r e  n . d . ] 。 ま た 、 州 レ ベ ル の 信 用 協 同 組 合 銀 行 で あ る K e r a l a  

S t a t e  C o o p e r a t i v e  B a n k  の ウ ェ ブ サ イ ト に よ れ ば 、 海 外 渡 航 融 資

( L o a n s  f o r  g o i n g  a b r o a d ) と い う 商 品 も あ る 。こ の よ う な 状 況 か ら み て 、

現 在 の ケ ー ラ ラ 州 で は 、 多 く の 銀 行 や 信 用 組 合 が 海 外 出 稼 ぎ に も 使 え

る 融 資 を 行 っ て い る と 考 え て よ さ そ う で あ る 。  

3 4 .  ヒ ア リ ン グ 当 時 ( 2 0 1 2 年 2 月 ) 、 R M D C の 会 員 で あ る 9 6 の M F I の う

ち 2 7 の M F I（ 開 発 銀 行 や 貯 蓄 信 用 組 合 、 N G O ） が R M D C か ら 貸 出 原

資 の 提 供 を 受 け 、 出 稼 ぎ 資 金 と し て も 使 え る マ イ ク ロ 事 業 融 資 を 行 っ

て い た 。 S K B B L の ヒ ア リ ン グ ( 2 0 1 4 年 2 月 ) で は 、 傘 下 の 小 農 協 同 組

合 ( 2 0 1 2 年 で 4 2 2 組 合 ) の 中 に は 、出 稼 ぎ 資 金 の 融 資 を 行 っ て い る 組 合

も あ る と の こ と だ っ た 。  

3 5 ． 2 0 1 2 年 8 月 に 海 外 雇 用 局 ( S r i  L a n k a  B u r e a u  o f  F o r e i g n  

E m p l o y m e n t ) で 行 っ た ヒ ア リ ン グ に よ る 。  

3 6 ． こ れ は 、 民 間 銀 行 が 出 稼 ぎ 希 望 者 に 融 資 を 行 う 時 に 政 府 が 一 定 の 利

子 補 給 を す る こ と で 、 低 利 の 海 外 出 稼 ぎ 融 資 ( p r e - d e a p a r t u r e  l o a n ) を

実 現 す る も の で あ る 。 た だ 、 貸 出 額 の 上 限 が 少 な い こ と 、 手 続 き が 煩

雑 で あ る こ と な ど か ら 、2 0 1 1 年 の 実 績 は 、わ ず か 1 7 5 件 に す ぎ な か っ

た [ G o v t .  o f  S r i  L a n k a ,  B u r e a u  o f  F o r e i g n  E m p l o y m e n t  2 0 1 1 ,  p . v i i i ] 。 
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3 7 ． 日 本 政 府 は 、 オ リ ン ピ ッ ク 開 催 に 向 け て 不 足 す る 建 設 労 働 者 を 確 保

す る た め 、外 国 人 労 働 者 の 受 け 入 れ を 増 大 す る 決 定 を し た [ 日 本 経 済 新

聞  2 0 1 4 ] 。 ほ か に も 介 護 業 界 な ど で の 深 刻 な 人 手 不 足 が あ り 、 将 来 外

国 人 労 働 の 受 け 入 れ が 増 え る と 思 わ れ る 。 注 5 に 書 い た よ う に 、 現 在

の 日 本 の 外 国 人 労 働 者 受 け 入 れ 制 度 で あ る 外 国 人 技 能 実 習 制 度 は 、 中

東 な ど の 労 働 力 受 け 入 れ 制 度 と よ く 似 て い る 。 日 本 で こ の 制 度 に よ る

外 国 時 労 働 者 の 受 け 入 れ 枠 が 拡 大 し て い け ば 、 日 本 も 中 東 産 油 国 や マ

レ ー シ ア な ど と 同 じ よ う に 、 南 ア ジ ア 出 身 の 多 く の 労 働 者 を 受 け 入 れ

る よ う に な る 可 能 性 が あ る 。 実 際 、 日 本 で も バ ブ ル 経 済 時 期 に は 、 不

法 滞 在 と い う 形 で は あ っ た が 、多 く の 南 ア ジ ア の 労 働 者 ( バ ン グ ラ デ シ

ュ 人 や パ キ ス タ ン 人 な ど ) を 受 け 入 れ た 経 験 が あ る [ 桜 井  2 0 0 3 ] 。ま た 、

現 在 で は 、 イ ン ド 料 理 店 な ど で 働 く 在 日 ネ パ ー ル 人 も 増 え て い る 。  

3 8 .  表 1 4 に あ る よ う に 、海 外 出 稼 ぎ 資 金 の 調 達 先 で 重 要 な の は 、親 戚 ・

友 人 か ら の 借 り 入 れ で あ る 。 出 稼 ぎ 先 の 紹 介 な ど 、 情 報 の 面 で も 水 平

的 な ネ ッ ト ワ ー ク が 果 た す 役 割 が 大 き い 。  

3 9 ． 国 や 地 域 に よ っ て 大 き な 違 い が あ る が 、 農 村 で は 貧 困 層 で も あ る 程

度 の 土 地 ( 農 地 ) を 持 っ て い る こ と が 多 い 。 そ の よ う な 場 合 に は 、 農 地

を 担 保 に と る こ と で 、出 稼 ぎ に 必 要 な 額 の 融 資 を す る こ と が M F I に と

っ て 可 能 に な ろ う 。 例 え ば 、 バ ン グ ラ デ シ ュ 東 部 や ネ パ ー ル の 農 村 部

で は 、 全 く 土 地 ( 農 地 ) を 持 た な い 世 帯 は 少 な い 。 ま た 、 出 稼 ぎ 者 の 送

金 が 土 地 市 場 に 流 入 し 農 地 価 格 が 上 昇 し て い る 。 筆 者 の 計 算 で は 、 地

価 の 半 額 ま で 融 資 で き る と 仮 定 し て 、純 農 村 部 ( 表 1 5 の P 村 ) で も 、１

エ ー カ ー の 農 地 を 担 保 に と れ ば 、 出 稼 ぎ 資 金 の 融 資 が 可 能 に な る 。  

4 0 .  連 帯 責 任 を 負 う グ ル ー プ 融 資 を 有 効 に 活 用 す れ ば 、 無 担 保 で も 出 稼

ぎ に 必 要 な 融 資 を 行 え る 可 能 性 が あ る 。 例 え ば 、 ネ パ ー ル で は 連 帯 責

任 を 負 う グ ル ー プ に 現 在 ( 2 0 1 4 年 ) 1 5 万 ル ピ ー ま で 無 担 保 で 融 資 で き

る が 、 こ れ は 、 中 東 な ど へ の 出 稼 ぎ に 通 常 必 要 な 1 0 万 ル ピ ー よ り も

多 い 。  

4 1 .  す で に 多 く の M F I は 送 金 業 務 に 携 わ っ て い る 。出 稼 ぎ 資 金 を 貸 す 時

に M F I が 借 入 者 と 、「 送 金 は そ の M F I を 通 じ て 行 い 送 金 の う ち 一 定 額

を 融 資 の 返 済 に 充 て る 」 と い う 契 約 を 結 べ ば 、 M F I は 債 務 不 履 行 が 起

き る リ ス ク を 減 ら す こ と が で き る 。 実 際 に 、 こ う し た 仕 組 み で 融 資 を

行 っ て い る 金 融 機 関 も あ る （ ネ パ ー ル の 銀 行 で の ヒ ア リ ン グ に よ る ）。 

4 2 .  各 国 の 政 府 は 出 稼 ぎ 者 の 福 利 の た め 、保 険 制 度 を 整 備 し て い る 。M F I

も 、 独 自 の 出 稼 ぎ 保 険 制 度 を 導 入 す る こ と で 、 自 ら の 利 益 と 出 稼 ぎ 者



45 
 

の 利 益 を 高 め る こ と が 可 能 に な ろ う 。 例 え ば 、 融 資 額 の 一 部 を 保 険 料

と し て 徴 収 し 、 不 測 の 事 態 （ 病 気 、 怪 我 、 死 亡 、 な ど ） に よ り 融 資 の

返 済 が 困 難 に な っ た 時 、 保 険 金 で 代 弁 さ れ る よ う な 制 度 で あ る 。  

4 3 .  南 ア ジ ア 各 国 で の 現 地 調 査 に お い て 、 多 く の 若 者 に 海 外 出 稼 ぎ を ど

う 思 う か 尋 ね た が 、 中 東 へ の 出 稼 ぎ ( 低 賃 金 で 重 労 働 の 仕 事 が 多 い ) に

つ い て は 、「 行 き た く は な い が 、自 国 で は よ い 所 得 が 得 ら れ る 仕 事 が な

い 。 家 族 の こ と を 考 え 、 仕 方 な く 行 く 」 と い う 回 答 が 圧 倒 的 に 多 い 。  

4 4 ．こ の ア イ デ ア は 、ネ パ ー ル の マ イ ク ロ フ ァ イ ナ ン ス セ ン タ ー ( C e n t r e  

f o r  M i c r o - f i n a n c e  ( C M F )  N e p a l ) で の 議 論 の 中 で 生 ま れ た も の で あ る 。

議 論 に 参 加 し て い た だ い た J a g d i s h  B a b u  T i w a r i 氏 ら に 感 謝 し た い 。 
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C e n s u s  o f  P o p u l a t i o n  a n d  H o u s i n g  o f  S r i  L a n k a  2 0 1 2  ( P r o v i s i o n a l  

D a t a  B a s e d  o n  t h e  5 %  S a m p l e ) .   

・ G r a m e e n  B a n k  ( n . d . )  “ W h a t  i s  M i c r o c r e d i t ? ”  ( h t t p : / / w w w. g r a m e e n .  

c o m / )  

・ H u g o ,  G r a e m e  ( 2 0 0 5 ) ,  M i g r a t i o n  i n  t h e  A s i a - P a c i f i c  R e g i o n .  G l o b a l  

C o m m i s s i o n  o n  I n t e r n a t i o n a l  M i g r a t i o n  ( G C I M ) .  ( w w w. g c i m . o r g ) .  

・ K e r a l a  S t a t e  D e v e l o p m e n t  C o r p o r a t i o n  ( n . d . ) ,  A n y  T i m e  L o a n  t o  

 S c h e d u l e d  C a s t e  ( A T L  t o  S C )  ( h t t p : / / w w w. s c s t k e r a l a c o r p o r a t i o n .  

o r g / e n / k s d c / s c h e d u l e d C a s t e s . h t m l ) ( 2 0 1 4 年 5 月 2 5 日 ア ク セ ス )  

・ K e l e g a m a ,  S a m a n  ( e d . )  ( 2 0 1 1 ) ,  M i g r a t i o n ,  R e m i t t a n c e s  a n d  

D e v e l o p m e n t  i n  S o u t h  A s i a ,  S a g e  P u b l i c a t i o n s  I n d i a .  

・ P r o b a s h i  K a l l y a n  B a n k  ( n . d . ) ,  O u r  M i s s i o n  a n d  V i s i o n .  

( h t t p : / / w w w. p k b . g o v. b d / i n d e x . p h p / m i s s i o n - a n d - v i s s i o n . h t m l )  ( 2 0 1 4

年 5 月 2 5 日 ア ク セ ス )  

・ M i g r a t i o n  N e w s .  Va r i o u s  I s s u e s .  M i g r a t i o n  D i a l o g u e .  

 ( h t t p : / / m i g r a t i o n . u c d a v i s . e d u / m n / )  

・ R M D C （ R u r a l  M i c r o f i n a n c e  D e v e l o p m e n t  C e n t r e  L t d . ）

( h t t p : / / w w w. r m d c n e p a l . c o m / f r o n t / i n d e x . p h p )  

・ S t a t e  B a n k  o f  T r a v a n c o r e  ( n . d . )  ( h t t p : / / w w w. s t a t e b a n k o f t r a v a n c o r e .  

c o m / h o m e . h t m )  

・ To s h i h i k o  S u d a  a n d  M . C . S . B a n t i l a n  ( 2 0 1 3 ) . ” A c h i e v e m e n t s  a n d  

C h a l l e n g e s  o f  S H G - B a n k  L i n k a g e  P r o g r a m  i n  I n d i a :  T h e  R e s u l t  o f  

V i l l a g e  S u r v e y s  i n  A n d h r a  P r a d e s h  a n d  M a h a r a s h t r a . ”  A . B h a n d a r i  

a n d  A . K u n d u  E d s .  M i c r o f i n a n c e ,  R i s k - t a k i n g  B e h a v i o u r  a n d  R u r a l  

L i v e l i h o o d .  S p r i n g e r .  p p . 8 7 - 1 1 2 .  

・ T h e  D a i l y  S t a r ( 2 0 0 8 )  “ B a n g l a d e s h i s  p a y  h i g h e s t  i n  S  A s i a  f o r  M E  
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j o b s ” .  J u l y  9 ,  2 0 0 8 .  

・ U n i t e d  N a t i o n s  P o p u l a t i o n  D i v i s i o n  ( n . d . )  I n t e r n a t i o n a l  M i g r a n t  

S t o c k  b y  D e s t i n a t i o n  a n d  O r i g i n .  ( h t t p : / / e s a . u n . o r g / u n m i g r a t i o n /  

T I M S O 2 0 1 3 / m i g r a n t s t o c k s 2 0 1 3 . h t m ? m s d o )  

・ T h e  K e r a l a  S t a t e  C o - o p e r a t i v e  B a n k  L T D  ( n . d . )  ( h t t p : / / w w w.  

k e r a l a c o b a n k . c o m / )  

・ W o r l d  B a n k  ( 2 0 1 3 ) ,  W o r l d  D e v e l o p m e n t  I n d i c a t o r s .  ( h t t p : / / d a t a .  

w o r l d b a n k . o r g / d a t a - c a t a l o g / w o r l d - d e v e l o p m e n t - i n d i c a t o r s )  

・ W o r l d  B a n k  ( n . d . ) ,  P o v e r t y  a n d  I n e q u a l i t y  ( h t t p : / / p o v e r t y d a t a .  

w o r l d b a n k . o r g / p o v e r t y / r e g i o n / S A S )  
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